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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
通常モードにおいて、映像データを受信し、試験モードにおいて、テスト信号を受信する
データ受信に係わる手段と、
　試験モードにおいて、データ受信に係わる前記手段を検査し、検査情報を生成する検査
手段と、
　前記検査情報を表す画像データを生成する検査結果画像生成手段と、
　試験モードにおいて、前記検査結果画像生成手段が生成した前記画像データを表示し、
通常モードにおいて、映像データを表示する表示手段と、を備え、
　前記データ受信に係わる手段は、
　通常モードにおいて、受信したクロック信号に同期したタイミング信号を発生し、試験
モードにおいて、テスト信号としてのジッタを含むクロック信号を受信し、受信したクロ
ック信号に同期したタイミング信号を発生する位相同期ループ手段、を含み、
　前記検査手段は、
　試験モードにおいて、前記位相同期ループ手段の誤動作情報を生成する誤動作情報生成
手段、を含み、
　前記検査結果画像生成手段は、前記誤動作情報生成手段が生成した誤動作情報を表す画
像データを生成する、ことを特徴とするディスプレイ装置。
【請求項２】
通常モードにおいて、映像データを受信し、試験モードにおいて、テスト信号を受信する
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データ受信に係わる手段と、
　試験モードにおいて、データ受信に係わる前記手段を検査し、検査情報を生成する検査
手段と、
　前記検査情報を外部に送信する手段と、
　通常モードにおいて、映像データを表示する表示手段と、を備え、
　試験モードにおいて、データ受信に係わる前記手段は、外部から、前記検査情報を表す
画像データを受信し、
　試験モードにおいて、前記表示手段は、前記検査情報を表す前記画像データを表示する
、ことを特徴とするディスプレイ装置。
【請求項３】
前記データ受信に係わる手段は、
　通常モードにおいて、前記クロック信号を基にした前記タイミング信号に同期して、映
像データを受信し、試験モードにおいて、ジッタを含む前記クロック信号を基にした前記
タイミング信号に同期して、テスト信号としてのテストパターンを受信するデータ受信手
段、を含み、
　前記検査手段は、
　試験モードにおいて、前記検査情報として、前記データ受信手段が受信したテストパタ
ーンについての誤り情報を生成する誤り情報生成手段、を含む、ことを特徴とする請求項
１記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
映像データを表示するディスプレイ装置の表示手段へ、受信した映像データを出力する受
信装置であって、
　通常モードにおいて、映像データを受信し、試験モードにおいて、テスト信号を受信す
るデータ受信に係わる手段と、
　試験モードにおいて、データ受信に係わる前記手段を検査し、検査情報を生成する検査
手段と、
　前記検査情報を外部に送信する手段と、を備え、
　試験モードにおいて、データ受信に係わる前記手段は、外部から、前記検査情報を表す
画像データを受信し、
　データ受信に係わる前記手段が受信した前記検査情報を表す画像データは、試験モード
において、前記表示手段へ出力され、
　データ受信に係わる前記手段が受信した映像データは、通常モードにおいて、前記表示
手段へ出力される、ことを特徴とする受信装置。
【請求項５】
ディスプレイ装置に対して試験を実行する試験装置であって、
　前記ディスプレイ装置に対して、試験開始を指示するコントロール信号を送信するコン
トロール信号送信手段と、
　前記コントロール信号送信手段に対して、試験開始を指示する前記コントロール信号を
前記ディスプレイ装置へ送信するように命令する制御手段と、
　テスト信号を発生するテスト信号発生手段と、
　前記テスト信号を前記ディスプレイ装置に送信するテスト信号送信手段と、
　前記テスト信号を受信した前記ディスプレイ装置が送信した、前記ディスプレイ装置の
検査情報を受信する手段と、
　検査情報を受信する前記手段が受信した前記検査情報を記憶する検査情報記憶手段と、
　前記検査情報記憶手段から前記検査情報を取得して、前記検査情報を表す画像データを
生成する検査結果画像生成手段と、を備え、
　前記テスト信号送信手段は、前記検査結果画像生成手段が生成した前記画像データを、
前記ディスプレイ装置に送信する、ことを特徴とする試験装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、試験対象としてのディスプレイ装置及びその関連技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、デジタル映像データの高速伝送を実行する技術に関する規格として、１９９
９年４月２日に公表された規格書「Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｓｕａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
　Ｒｅｖｉｓｉｏｎ１．０」（以下、「ＤＶＩ規格書」と呼ぶ。）がある（http://WWW.d
dwg.org/）。
【０００３】
　図２３は、ＤＶＩ規格書に従って構成された一般的なデジタル映像データ送受信システ
ムのブロック図である。
【０００４】
　図２３に示すように、このデジタル映像データ送受信システムは、映像データ送信装置
５００、ケーブル５０１、及び、ディスプレイ装置５０２、を具備する。
【０００５】
　映像データ送信装置５００とディスプレイ装置５０２とは、ケーブル５０１により接続
される。
【０００６】
　映像データ送信装置５００は、映像生成回路５０３、データ送信回路５０４、クロック
信号発生回路５０５、コントロール信号送信回路５０６、及び、コントロール信号受信回
路５０７、を含む。
【０００７】
　ディスプレイ装置５０２は、受信ＬＳＩ（受信集積回路）５０８及び表示ユニット５０
９を含む。この受信ＬＳＩ５０８は、データ受信回路５１０、ＰＬＬ（ｐｈａｓｅ　ｌｏ
ｃｋｅｄ　ｌｏｏｐ）回路５１１、コントロール信号受信回路５１２、及び、コントロー
ル信号送信回路５１３、を含む。
【０００８】
　さて、動作を簡単に説明する。
【０００９】
  図２３に示すように、映像データ送信装置５００のコントロール信号送信回路５０６は
、映像データを送信する旨を通知するコントロール信号を、ケーブル５０１を介して、デ
ィスプレイ装置５０２のコントロール信号受信回路５１２へ送信する。
【００１０】
　すると、コントロール信号受信回路５１２は、そのコントロール信号を受信する。
【００１１】
　すると、ディスプレイ装置５０２のコントロール信号送信回路５１３は、ディスプレイ
装置５０２の解像度などの表示制御情報を、ケーブル５０１を介して、映像データ送信装
置５００のコントロール信号受信回路５０７に送信する。
【００１２】
　映像データ送信装置５００のクロック信号発生回路５０５は、クロック信号を発生し、
映像生成回路５０３と、ディスプレイ装置５０２のＰＬＬ回路５１１と、に送信する。
【００１３】
　映像生成回路５０３は、クロック信号発生回路５０５が供給するクロック信号に同期し
て、映像データを出力する。
【００１４】
　そして、データ送信回路５０４は、映像生成回路５０３が出力した映像データを、ケー
ブル５０１を介して、ディスプレイ装置５０２のデータ受信回路５１０へ送信する。
【００１５】
　ディスプレイ装置５０２のデータ受信回路５１０は、ＰＬＬ回路５１１がクロック信号
に同期して生成したタイミング信号に同期して、映像データを取り込む。
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【００１６】
　データ受信回路５１０は、取り込んだ映像データを表示ユニット５０９へ出力し、表示
ユニット５０９は、これを表示する。
【００１７】
　従来、このようなデジタル映像データ送受信システムの動作確認は、表示ユニット５０
９に表示された映像の乱れを目視検査するか、あるいは、データ誤り率を測定することに
より行っていた。
【００１８】
　しかしながら、このような目視検査の場合には、検査者の能力によって検査結果に違い
が出たり、また、熟練した検査者であっても僅かな乱れや、瞬間的な乱れを見逃す、とい
った問題があった。
【００１９】
　一方、従来、データ誤り率の測定は、受信ＬＳＩ５０８が備える回路と同様の機能を有
する試作基板に、誤り率測定用基板を接続して行っていた。
【００２０】
　しかし、実際の製品開発においては、最終的なディスプレイ装置５０２の試作機に対し
ても試験を行う必要がある。
【００２１】
　この場合、従来では、ディスプレイ装置５０２を組み立てる前に、内部の基板に誤り率
測定用基板を接続して、データ誤り率を測定していた。
【００２２】
　しかし、ディスプレイ装置５０２を組み立てる前と後では、ノイズ環境が変化してしま
う。特に、ディスプレイ装置５０２は、映像データ送信装置５００からのギガヘルツに及
ぶ高速伝送されたデータを受信するため、ディスプレイ装置５０２に設けられたデータ受
信回路５１０等の回路は、ノイズ環境に強く依存する。
【００２３】
　このため、ディスプレイ装置５０２を組み立てる前と後では、ノイズ環境が必ずしも一
致しない場合もあり、より正確な検査が求められていた。
【００２４】
　また、ディスプレイ装置５０２を組み立てた後に、何らかの不具合が判明し、再検査が
必要になった場合、ディスプレイ装置５０２を分解し、誤り率測定用基板とディスプレイ
装置５０２の内部の基板とを接続する、という手間がかかるという問題があった。
【００２５】
　また、ディスプレイ装置５０２の内部の基板上に誤り率測定用基板と接続するためのコ
ネクタを別途実装しなければならず、そのため、実装面積が増大し、製造上の手間もかか
るという問題があった。
【００２６】
　また、テスト条件の設定は人間が手動で行っていたため、その設定のための手間がかか
るという問題があった。
【００２７】
　また、ＰＬＬ回路５１１の動作確認をすることは重要であるが、ＤＶＩ規格書に記載さ
れている方法では、データ誤り率を観測することで間接的にＰＬＬ回路５１１が誤動作し
ている可能性を推測できるだけであり、ＰＬＬ回路５１１の誤動作そのものを検出する手
段が示されていない。
【００２８】
　このため、ディスプレイ装置５０２が誤動作したときに、その原因が、ＰＬＬ回路５１
１の誤動作にあるのか、それとも他の伝送劣化要因（ケーブル減衰やスキュー等）にある
のかを断定することが困難なため、試行錯誤が必要となり、対策に時間がかかるという問
題があった。
【００２９】
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　また、ディスプレイ装置５０２を組み立てた後に、データ誤り率の測定やＰＬＬ回路５
１１の誤動作を検査する方法として、検査結果を表す信号を出力する端子をディスプレイ
装置５０２の外部に設けることが考えられる。
【００３０】
　しかし、ディスプレイ装置５０２の外観も売れ行きの重要な要素となっている昨今にお
いて、一般ユーザにとって必ずしも必要のない上記端子が外部に露出するのは好ましくな
いという問題がある。
【００３１】
　また、検査結果を表す信号を生成する回路が、受信ＬＳＩ５０８に内蔵されている場合
、検査結果を表す信号を受信ＬＳＩ５０８の外部に出力するためのピンを設ける必要があ
る。
【００３２】
　しかし、この場合、受信ＬＳＩ５０８のピンが増えることで、実装面積の増加や、既に
に開発されたＬＳＩとのピン互換性喪失（部材互換性喪失）といった問題が生じる。
【特許文献１】特許第２９５０３７０号公報
【非特許文献１】「Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｓｕａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｒｅｖｉｓｉ
ｏｎ１．０」，１９９９年４月２日，site:http://WWW.ddwg.org/
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３３】
　そこで、本発明は、ディスプレイ装置内部のノイズ環境を変えることなく、ディスプレ
イ装置内部のデータ受信に係わる回路の試験を簡易に実行でき、かつ、その試験結果をデ
ィスプレイ装置外部に取り出すために新たに部材を設けることを不要とし、実装面積の増
加及び部材互換性喪失（他のＬＳＩとのピン互換性喪失）といった不都合を回避でき、し
かも、ディスプレイ装置の誤動作の原因を極力具体的に特定できるディスプレイ装置及び
その関連技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００３４】
　第１の発明に係るディスプレイ装置では、通常モードにおいて、映像データを受信し、
試験モードにおいて、テスト信号を受信するデータ受信に係わるユニットと、試験モード
において、データ受信に係わるユニットを検査し、検査情報を生成する検査ユニットと、
検査情報を表す画像データを生成する検査結果画像生成ユニットと、試験モードにおいて
、検査結果画像生成ユニットが生成した画像データを表示し、通常モードにおいて、映像
データを表示する表示ユニットと、を備え、データ受信に係わるユニットは、通常モード
において、受信したクロック信号に同期したタイミング信号を発生し、試験モードにおい
て、テスト信号としてのジッタを含むクロック信号を受信し、受信したクロック信号に同
期したタイミング信号を発生する位相同期ループユニット、を含み、検査ユニットは、試
験モードにおいて、位相同期ループユニットの誤動作情報を生成する誤動作情報生成ユニ
ット、を含み、検査結果画像生成ユニットは、誤動作情報生成ユニットが生成した誤動作
情報を表す画像データを生成する。
【００３５】
　この構成により、ディスプレイ装置内部で、データ受信に係わるユニットが検査され、
検査情報が生成される。
【００３６】
　そして、生成された検査情報が、ディスプレイ装置が備える表示ユニットに表示される
。
【００３７】
　その結果、ディスプレイ装置の組立後に、しかも、ディスプレイ装置の分解をすること
なく、検査が可能となって、ディスプレイ装置内部のノイズ環境を変えることなく、ディ
スプレイ装置内部のデータ受信に係わるユニットの試験を簡易に実行できる。
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【００３８】
　また、検査情報を表す画像データは、ディスプレイ装置が備える表示ユニットに表示さ
れるため、検査情報を表す画像データを出力する端子を、ディスプレイ装置の外部に新た
に設けることが不要になる。
【００６７】
　第２の発明に係るディスプレイ装置では、通常モードにおいて、映像データを受信し、
試験モードにおいて、テスト信号を受信するデータ受信に係わるユニットと、試験モード
において、データ受信に係わるユニットを検査し、検査情報を生成する検査ユニットと、
検査情報を外部に送信するユニットと、通常モードにおいて、映像データを表示する表示
ユニットと、を備え、試験モードにおいて、データ受信に係わるユニットは、外部から、
検査情報を表す画像データを受信し、試験モードにおいて、表示ユニットは、検査情報を
表す画像データを表示する。
【００６８】
　この構成により、ディスプレイ装置内部で、データ受信に係わるユニットが検査され、
検査情報が生成されて、外部へ送信される。
【００６９】
　そして、外部で生成された、検査情報を表す画像データが入力され、ディスプレイ装置
が備える表示ユニットに表示される。
【００７０】
　その結果、ディスプレイ装置の組立後に、しかも、ディスプレイ装置の分解をすること
なく、検査が可能となって、ディスプレイ装置内部のノイズ環境を変えることなく、ディ
スプレイ装置内部のデータ受信に係わるユニットの試験を簡易に実行できる。
【００７１】
　また、外部で、検査情報を表す画像データを生成するため、試験対象であるディスプレ
イ装置の内部に、検査情報を表す画像データを生成するユニットを設ける必要がなく、デ
ィスプレイ装置の複雑化を軽減できる。
【００７２】
　また、検査情報を表す画像データを外部で生成し、その画像データを、映像データを受
信するデータ受信に係わるユニットが受信して、表示ユニットへ出力する。
【００７３】
　このため、データ受信に係わるユニットが映像データを表示ユニットへ出力するための
部材と、データ受信に係わるユニットが検査情報を表す画像データを表示ユニットへ出力
するための部材と、を共通にすることができる。
【００７４】
　その結果、データ受信に係わるユニットから表示ユニットへ、検査情報を表す画像デー
タを出力するときだけ使用する部材を新たに設けることが不要となり、実装面積の増加及
び部材互換性喪失（他のＬＳＩとのピン互換性喪失）といった不都合を回避できる。
【００９５】
　第３の発明に係るディスプレイ装置では、データ受信に係わるユニットは、通常モード
において、クロック信号を基にしたタイミング信号に同期して、映像データを受信し、試
験モードにおいて、ジッタを含むクロック信号を基にしたタイミング信号に同期して、テ
スト信号としてのテストパターンを受信するデータ受信ユニット、を含み、検査ユニット
は、試験モードにおいて、検査情報として、データ受信ユニットが受信したテストパター
ンについての誤り情報を生成する誤り情報生成ユニット、を含む。
【００９６】
　この構成により、位相同期ループユニット及びデータ受信ユニットの双方が検査される
ため、ディスプレイ装置の誤動作の原因が、位相同期ループユニットにあるのか、あるい
は、他の伝送劣化要因にあるのか、を判断でき、ディスプレイ装置の誤動作の原因を極力
具体的に特定できる。
【００９７】
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　また、データ受信ユニットが受信したテストパターンについての誤り情報により、ジッ
タの影響について知見を得ることができる。
【０１３９】
　第４の発明に係る受信装置では、映像データを表示するディスプレイ装置の表示ユニッ
トへ、受信した映像データを出力する受信装置であって、通常モードにおいて、映像デー
タを受信し、試験モードにおいて、テスト信号を受信するデータ受信に係わるユニットと
、試験モードにおいて、データ受信に係わるユニットを検査し、検査情報を生成する検査
ユニットと、検査情報を外部に送信するユニットと、を備え、試験モードにおいて、デー
タ受信に係わるユニットは、外部から、検査情報を表す画像データを受信し、データ受信
に係わるユニットが受信した検査情報を表す画像データは、試験モードにおいて、表示ユ
ニットへ出力され、データ受信に係わるユニットが受信した映像データは、通常モードに
おいて、表示ユニットへ出力される。
【０１４０】
　この構成により、この受信装置を、表示ユニットを備えるディスプレイ装置に内蔵する
ことで、ディスプレイ装置内部で、データ受信に係わるユニットが検査され、検査情報が
生成されて、外部へ送信される。
【０１４１】
　そして、外部で生成された、検査情報を表す画像データが入力され、ディスプレイ装置
が備える表示ユニットに表示される。
【０１４２】
　その結果、ディスプレイ装置の組立後に、しかも、ディスプレイ装置の分解をすること
なく、検査が可能となって、ディスプレイ装置内部のノイズ環境を変えることなく、ディ
スプレイ装置内部のデータ受信に係わるユニットの試験を簡易に実行できる。
【０１４３】
　また、外部で、検査情報を表す画像データを生成するため、受信装置に、検査情報を表
す画像データを生成するユニットを設ける必要がなく、受信装置の複雑化を軽減できる。
【０１４４】
　また、検査情報を表す画像データを外部で生成し、その画像データを、映像データを受
信するデータ受信に係わるユニットが受信して、表示ユニットへ出力する。
【０１４５】
　このため、データ受信に係わるユニットが映像データを表示ユニットへ出力するための
部材と、データ受信に係わるユニットが検査情報を表す画像データを表示ユニットへ出力
するための部材と、を共通にすることができる。
【０１４６】
　その結果、データ受信に係わるユニットから表示ユニットへ、検査情報を表す画像デー
タを出力するときだけ使用する部材を新たに設けることが不要となり、受信装置において
、実装面積の増加及び部材互換性喪失（他のＬＳＩとのピン互換性喪失）といった不都合
を回避できる。
【０１７４】
　第５の発明に係る試験装置では、ディスプレイ装置に対して試験を実行する試験装置で
あって、ディスプレイ装置に対して、試験開始を指示するコントロール信号を送信するコ
ントロール信号送信ユニットと、コントロール信号送信ユニットに対して、試験開始を指
示するコントロール信号をディスプレイ装置へ送信するように命令する制御ユニットと、
テスト信号を発生するテスト信号発生ユニットと、テスト信号をディスプレイ装置に送信
するテスト信号送信ユニットと、テスト信号を受信したディスプレイ装置が送信した、デ
ィスプレイ装置の検査情報を受信するユニットと、検査情報を受信するユニットが受信し
た検査情報を記憶する検査情報記憶ユニットと、検査情報記憶ユニットから検査情報を取
得して、検査情報を表す画像データを生成する検査結果画像生成ユニットと、を備え、テ
スト信号送信ユニットは、検査結果画像生成ユニットが生成した画像データを、ディスプ
レイ装置に送信する。
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【０１７５】
　この構成により、ディスプレイ装置へコントロール信号を送信するだけで、テスト信号
を受信するディスプレイ装置を、試験が開始できる状態に簡易にすることができる。
【０１７６】
　また、試験装置で、検査情報を表す画像データを生成するため、試験対象であるディス
プレイ装置内部に、検査情報を表す画像データを生成するユニットを設ける必要がなく、
ディスプレイ装置の複雑化を軽減できる。
【発明の効果】
【０１８９】
　本発明によれば、ディスプレイ装置内部のノイズ環境を変えることなく、ディスプレイ
装置内部のデータ受信に係わる回路の試験を簡易に実行でき、かつ、その試験結果をディ
スプレイ装置外部に取り出すために新たに部材を設ける必要がない。また、実装面積の増
加及び部材互換性喪失（他のＬＳＩとのピン互換性喪失）といった不都合を回避でき、し
かも、ディスプレイ装置の誤動作の原因を極力具体的に特定できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１９０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【０１９１】
  （実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における試験装置及びディスプレイ装置のブロック図で
ある。
【０１９２】
　図１に示すように、試験装置１と、ディスプレイ装置３とは、ケーブル５で接続される
。
【０１９３】
　試験装置１は、テスト信号発生回路１０、テスト信号送信回路１１、制御回路１２、コ
ントロール信号送信回路１３、及び、コントロール信号受信回路１４、を具備する。
【０１９４】
　テスト信号発生回路１０は、テストパターン発生回路１５、クロック信号発生回路１６
、及び、ジッタ信号発生回路１７、を含む。
【０１９５】
　テスト信号送信回路１１は、データ送信回路１８、及び、位相変調回路１９、を含む。
【０１９６】
　ディスプレイ装置３は、受信回路３０、及び、表示ユニット３１、を具備する。
【０１９７】
　受信回路３０は、データ受信に係わる回路３４、検査回路３５、コントロール信号受信
回路３２、コントロール信号送信回路３３、表示切り替え回路３６、及び、検査結果画像
生成回路３７、を含む。
【０１９８】
　データ受信に係わる回路３４は、データ受信回路３８、及び、ＰＬＬ（ｐｈａｓｅ　ｌ
ｏｃｋｅｄ　ｌｏｏｐ）回路（位相同期ループ回路）３９、を含む。
【０１９９】
　検査回路３５は、誤り情報生成回路４０、及び、誤動作情報生成回路４１、を含む。
【０２００】
　さて、図１の試験装置１は、ケーブル５を介して、テスト信号を送信し、ディスプレイ
装置３の試験を実行する。ディスプレイ装置３が、試験を開始できる状態、又は、試験実
行中の状態、を「試験モード」と呼ぶ。
【０２０１】
　このディスプレイ装置３は、通常は、映像データ送信装置から映像データを受信して、
表示ユニット３１に表示する。このような通常の使用状態を、「通常モード」と呼ぶ。
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【０２０２】
　通常モードで使用する映像データ送信装置の構成を説明する。
【０２０３】
  図２は、通常モードで使用する映像データ送信装置のブロック図である。なお、図２に
おいて、図１と同一の部分については、同一の符号を付している。
【０２０４】
  図２に示すように、この映像データ送信装置６は、映像生成回路６０、クロック信号発
生回路６１、データ送信回路６２、コントロール信号送信回路６３、及び、コントロール
信号受信回路６４、を具備する。
【０２０５】
　このような映像データ送信装置６として、例えば、パーソナルコンピュータ、セットト
ップボックス（ＳＴＢ）等、が挙げられる。
【０２０６】
　さて、図１に戻る。
【０２０７】
  図１の試験装置１のテスト信号発生回路１０について説明する。このテスト信号発生回
路１０は、テスト信号を発生し、テスト信号送信回路１１へ出力する。
【０２０８】
　具体的には、このテスト信号発生回路１０は、上記した図１の構成からなり、詳しくは
以下の通りである。
【０２０９】
  まず、図１の試験装置１のテストパターン発生回路１５について説明する。
【０２１０】
　図３は、図１のテストパターン発生回路１５の例示図である。図３に示すように、この
テストパターン発生回路１５は、ＰＮ（Ｐｓｅｕｄｏ　Ｎｏｉｓｅ）パターン発生回路１
５０、テスト用映像データ発生回路１５３、及び、スイッチ回路１５４、を含む。
【０２１１】
　ＰＮパターン発生回路１５０は、シフトレジスタ１５１、及び、排他的論理和回路（Ｅ
ＸＯＲ回路）１５２、を含む。
【０２１２】
　ＰＮパターン発生回路１５０は、テスト信号としてのＰＮパターンを発生する。このＰ
Ｎパターン発生回路１５０の生成多項式は、（（ｘの２３乗）＋（ｘの５乗）＋１）、で
あり、ＤＶＩ規格書に従ったものである。なお、ＰＮパターンは、テストパターンの一例
である。
【０２１３】
　テスト用映像データ発生回路１５３は、テスト信号としてのテスト用映像データを発生
する。
【０２１４】
　スイッチ回路１５４は、図１の制御回路１２からの切り替え信号に従い、ＰＮパターン
、あるいは、テスト用映像データ、のいずれか一方を出力する。
【０２１５】
　次に、図１の試験装置１のクロック信号発生回路１６について説明する。このクロック
信号発生回路１６は、クロック信号ｃｌｋ１を発生し、位相変調回路１９へ出力する。
【０２１６】
　次に、図１の試験装置１のジッタ信号発生回路１７について説明する。このジッタ信号
発生回路は、ジッタ信号ｃｌｋ２を発生し、位相変調回路１９へ出力する。
【０２１７】
　さて、図１の試験装置１のテスト信号送信回路１１について説明する。
【０２１８】
  このテスト信号送信回路１１は、テスト信号発生回路１０が出力したテスト信号を、ケ



(10) JP 4295110 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

ーブル５を介して、ディスプレイ装置３へ送信する。
【０２１９】
　具体的には、テスト信号送信回路１１は、上記した図１の構成からなり、詳しくは以下
の通りである。
【０２２０】
　まず、図１の試験装置１のデータ送信回路１８について説明する。
【０２２１】
  図４は、図１のデータ送信回路１８の例示図である。図４に示すように、このデータ送
信回路１８は、８Ｂ１０Ｂ符号化回路１８０、及び、送信アンプ１８１、を含む。
【０２２２】
　８Ｂ１０Ｂ符号化回路１８０は、図１のテストパターン発生回路１５が出力した８ビッ
トのデータ（ＰＮパターン、テスト用映像データ）に対して、符号化を施し、２ビットの
冗長ビット含む１０ビットの冗長符号（以下、「８Ｂ１０Ｂ符号」、と呼ぶ。）を作成す
る。この場合の符号化のアルゴリズムは、ＤＶＩ規格書に示されている。
【０２２３】
　送信アンプ１８１は、８Ｂ１０Ｂ符号化回路１８０が発生した８Ｂ１０Ｂ符号を増幅し
、図１のケーブル５を介して、図１のディスプレイ装置３のデータ受信回路３８に送信す
る。
【０２２４】
　図５は、図１の試験装置１のデータ送信回路１８他の例示図である。図５に示すように
、このデータ送信回路１８は、送信アンプ１８１を含む。
【０２２５】
　送信アンプ１８１は、図１のテストパターン発生回路１５が出力したデータ（ＰＮパタ
ーン、テスト用映像データ）を増幅し、図１のケーブル５を介して、図１のディスプレイ
装置３のデータ受信回路３８に送信する。
【０２２６】
　ＤＶＩ規格書に従う必要のない場合は、データ送信回路１８として、図５のものを用い
ることができる。
【０２２７】
　次に、図１の試験装置１の位相変調回路１９について説明する。
【０２２８】
  図６は、位相変調回路１９の例示図である。図６に示すように、この位相変調回路１９
は、図１のクロック信号発生回路１６が出力したクロック信号ｃｌｋ１と、図１のジッタ
信号発生回路１７が出力したジッタ信号ｃｌｋ２と、を入力する。
【０２２９】
　そして、位相変調回路１９は、テスト信号としての出力信号ｃｌｋ３を、図１の試験装
置１のテストパターン発生回路１５に出力するとともに、図１のケーブル５を介して、図
１のディスプレイ装置３のＰＬＬ回路３９に送信する。
【０２３０】
　ここで、入力されるジッタ信号ｃｌｋ２が「０」でない場合は、出力信号ｃｌｋ３は、
ジッタを含むクロック信号である。
【０２３１】
　一方、入力されるジッタ信号ｃｌｋ２が「０」の場合、即ち、ジッタ信号ｃｌｋ２にお
ける「Ａｊ」及び「ｆｊ」が「０」の場合は、出力信号ｃｌｋ３は、ジッタを含まないク
ロック信号である。
【０２３２】
　なお、上記した図３のＰＮパターン発生回路１５０は、位相変調回路１９が出力するジ
ッタを含むクロック信号ｃｌｋ３に同期して、ＰＮパターンを図１の試験装置１のデータ
送信回路１８へ出力する。
【０２３３】
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　また、図３のテスト用映像データ発生回路１５３は、位相変調回路１９が出力するジッ
タを含まないクロック信号ｃｌｋ３に同期して、テスト用映像データを図１の試験装置１
のデータ送信回路１８へ出力する。
【０２３４】
　さて、図１の試験装置１の制御回路１２について説明する。
【０２３５】
  この制御回路１２は、試験装置１の各回路を制御する。この点は、後で、試験全体の流
れを説明する中で適宜説明する。
【０２３６】
　さて、図１の試験装置１のコントロール信号送信回路１３及びコントロール信号受信回
路１４について説明する。
【０２３７】
　コントロール信号送信回路１３は、制御回路１２の命令を受けて、試験に係わるコント
ロール信号を、ケーブル５を介して、ディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３
２へ送信する。この点は、後で、試験全体の流れを説明する中で適宜説明する。
【０２３８】
　コントロール信号受信回路１４は、ディスプレイ装置３のコントロール信号送信回路３
３が送信した試験に係わるコントロール信号を、ケーブル５を介して受信する。この点は
、後で、試験全体の流れを説明する中で適宜説明する。
【０２３９】
　さて、図１のディスプレイ装置３の受信回路３０について説明する。
【０２４０】
  この受信回路３０は、通常モードにおいて、図２の映像データ送信装置６が送信した映
像データを受信し、ディスプレイ装置３の表示ユニット３１へ出力する。
【０２４１】
　一方、受信回路３０は、試験モードにおいて、図１の試験装置１が送信したテスト信号
を受信する。
【０２４２】
　具体的には、受信回路３０は、上記した図１の構成からなり、詳しくは以下の通りであ
る。
【０２４３】
　まず、図１のディスプレイ装置３のデータ受信に係わる回路３４について説明する。こ
のデータ受信に係わる回路３４は、試験モードで、図１の試験装置１のテスト信号送信回
路１１が送信したテスト信号を受信する。
【０２４４】
　一方、このデータ受信に係わる回路３４は、通常モードで、図２の映像データ送信装置
６が送信した映像データを受信する。
【０２４５】
　次に、図１のディスプレイ装置３の検査回路３５について説明する。この検査回路３５
は、試験モードで、データ受信に係わる回路３４を検査し、検査情報を生成して、検査結
果画像生成回路３７へ出力する。
【０２４６】
　次に、図１のディスプレイ装置３の検査結果画像生成回路３７について説明する。この
検査結果画像生成回路３７は、試験モードで、検査回路３５が生成した検査情報を入力す
る。
【０２４７】
　そして、検査結果画像生成回路３７は、入力された検査情報を表す画像データを生成す
る。
【０２４８】
　以下、検査情報を表す画像データを「検査結果画像データ」と呼ぶこともある。また、
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検査情報を表す画像を「検査結果画像」と呼ぶこともある。
【０２４９】
　次に、図１のディスプレイ装置３の表示切り替え回路３６について説明する。この表示
切り替え回路３６は、通常モードでは、データ受信回路３８が受信した映像データを表示
ユニット３１へ出力する。
【０２５０】
　一方、表示切り替え回路３６は、試験モードにおいて、データ受信回路３８が受信した
テスト信号（ＰＮパターン）に、検査結果画像生成回路３７が生成した検査結果画像デー
タを重畳して、表示ユニット３１へ出力する。
【０２５１】
　また、表示切り替え回路３６は、試験モードにおいて、データ受信回路３８が受信した
テスト信号（テスト用映像データ）に、検査結果画像生成回路３７が生成した検査結果画
像データを重畳して、表示ユニット３１へ出力する。
【０２５２】
　表示切り替え回路３６は、通常モード（重畳なし）と、試験モード（重畳あり）とで、
動作が異なる。このような動作の切り替えは、コントロール信号受信回路３２が、試験装
置１からのコントロール信号を受けて、表示切り替え回路３６へ出力する表示切り替え信
号に従って行われる。
【０２５３】
　次に、図１のディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３２及びコントロール信
号送信回路３３について説明する。
【０２５４】
　コントロール信号受信回路３２は、試験モードで、試験装置１のコントロール信号送信
回路１３がケーブル５を介して送信した試験に係わるコントロール信号を受信する。この
点は、後で、試験全体の流れを説明する中で適宜説明する。
【０２５５】
　一方、コントロール信号受信回路３２は、試験に係わるコントロール信号を受信するた
めの部材８（例えば、受信回路３０が集積回路で構成されている場合は、試験に係わるコ
ントロール信号を受信するためのピン）を利用して、通常モードにおいて、図２の映像デ
ータ送信装置６のコントロール信号送信回路６３がケーブル５を介して送信したコントロ
ール信号を受信する。
【０２５６】
　コントロール信号送信回路３３は、試験モードにおいて、試験装置１のコントロール信
号受信回路１４へケーブル５を介して試験に係わるコントロール信号を送信する。この点
は、後で、試験全体の流れを説明する中で適宜説明する。
【０２５７】
　一方、コントロール信号送信回路３３は、試験に係わるコントロール信号を送信するた
めの部材９（例えば、受信回路３０が集積回路で構成されている場合は、試験に係わるコ
ントロール信号を送信するためのピン）を利用して、通常モードにおいて、図２の映像デ
ータ送信装置６のコントロール信号受信回路６４へケーブル５を介してコントロール信号
を送信する。
【０２５８】
　さて、次に、データ受信に係わる回路３４の詳細を説明する。このデータ受信に係わる
回路３４は、図１に示した構成からなり、次の通りである。
【０２５９】
　まず、図１のＰＬＬ回路３９について説明する。このＰＬＬ回路３９は、試験モードに
おいて、試験装置１の位相変調回路１９がケーブル５を介して送信したクロック信号ｃｌ
ｋ３に同期したタイミング信号を生成する。
【０２６０】
　そして、このタイミング信号を、データ受信回路３８と、誤動作情報生成回路４１と、
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に出力する。
【０２６１】
　一方、このＰＬＬ回路３９は、通常モードにおいて、図２の映像データ送信装置６のク
ロック信号発生回路６１がケーブル５を介して送信したクロック信号に同期したタイミン
グ信号を生成し、データ受信回路３８へ出力する。
【０２６２】
　次に、図１のデータ受信回路３８について説明する。このデータ受信回路３８は、試験
モードにおいて、ＰＬＬ回路３９が出力したタイミング信号に同期して、試験装置１のデ
ータ送信回路１８が送信したテスト信号を取り込む。
【０２６３】
　そして、取り込んだテスト信号を、表示切り替え回路３６と、誤り情報生成回路４０と
、に出力する。
【０２６４】
　一方、通常モードにおいて、データ受信回路３８は、図２の映像データ送信装置６のデ
ータ送信回路６２が送信した映像データを、ＰＬＬ回路３９が出力するタイミング信号に
同期して取り込み、表示切り替え回路３６へ出力する。
【０２６５】
　さて、次に、図１の検査回路３５の詳細を説明する。この検査回路３５は、図１に示し
た構成からなり、次の通りである。
【０２６６】
　まず、誤り情報生成回路４０について説明する。この誤り情報生成回路４０は、試験モ
ードにおいて、データ受信回路３８が受信したテスト信号（ＰＮパターン）について、デ
ータの誤り情報を生成し、検査情報として、検査結果画像生成回路３７へ出力する。
【０２６７】
　以下では、データの誤り情報として、「データ誤り率（ビット誤り率）」を生成する場
合を例に挙げて説明する。
【０２６８】
　図７は、図１のディスプレイ装置３のデータ受信回路３８及び誤り情報生成回路４０の
例示図である。
【０２６９】
　図７に示すように、このデータ受信回路３８は、受信アンプ３８０、及び、８Ｂ１０Ｂ
復号回路３８１、を含む。
【０２７０】
　この誤り情報生成回路４０は、ＰＮパターン発生回路４００、データ比較回路４０１、
カウンタ４０２、及び、割り算回路４０３、を含む。
【０２７１】
　受信アンプ３８０は、図４のＤＶＩ規格書に従ったデータ送信回路１８、又は、図２の
映像データ送信装置６のデータ送信回路６２、が送信した８Ｂ１０Ｂ符号を受信し増幅し
て、８Ｂ１０Ｂ復号回路３８１へ出力する。
【０２７２】
　８Ｂ１０Ｂ復号回路３８１は、入力された８Ｂ１０Ｂ符号を、元の８ビットのデータに
復号して、図１の表示切り替え回路３６へ出力する。この復号化のアルゴリズムは、ＤＶ
Ｉ規格書に示されている。
【０２７３】
　試験モードでは、この復号された８ビットのデータは、図７のデータ比較回路４０１へ
も出力される。試験モードでは、試験装置１から、ＰＮパターン発生回路１５０（図３）
が発生したＰＮパターンが送信されるため、この復号された８ビットのデータは、ＰＮパ
ターンである。
【０２７４】
　図７のＰＮパターン発生回路４００は、試験装置１のＰＮパターン発生回路１５０（図
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３）が発生したＰＮパターンと同じＰＮパターンを発生する。
【０２７５】
　データ比較回路４０１は、ＰＮパターン発生回路４００が発生したＰＮパターンと、８
Ｂ１０Ｂ復号回路３８１が出力したＰＮパターンと、を比較し、一致していないビットを
検出したときは、不一致信号をカウンタ４０２に出力する。
【０２７６】
　カウンタ４０２は、この不一致信号をカウントし、カウント数を表す情報を、割り算回
路４０３へ出力する。
【０２７７】
　割り算回路４０３は、このカウント数を検査ビット数で割ることにより、データ誤り率
（ビット誤り率）を算出する。
【０２７８】
　この場合の検査ビット数は、検査フローのループ１回当たりのビット数、である。この
点は、後述する試験全体の流れの説明の中で明らかになる。
【０２７９】
　以上のようにして算出したデータ誤り率を表す情報は、検査情報として、図１の検査結
果画像生成回路３７へ出力される。
【０２８０】
　図８は、図１のディスプレイ装置３のデータ受信回路３８及び誤り情報生成回路４０の
他の例示図である。なお、図８において、図７と同様の部分については、同一の符号を付
している。
【０２８１】
　図８に示すように、このデータ受信回路３８は、受信アンプ３８０を含む。
【０２８２】
　この誤り情報生成回路４０は、ＰＮパターン発生回路４００、データ比較回路４０１、
カウンタ４０２、及び、割り算回路４０３、を含む。
【０２８３】
　受信アンプ３８０は、図５の一般的なデータ送信回路１８、又は、図２の映像データ送
信装置６のデータ送信回路６２、が送信したデータを受信し、増幅して、図１の表示切り
替え回路３６へ出力する。
【０２８４】
　試験モードでは、この増幅されたデータは、図８のデータ比較回路４０１へも出力され
る。試験モードでは、試験装置１から、ＰＮパターン発生回路１５０（図３）が発生した
ＰＮパターンが送信されるため、この増幅されたデータは、ＰＮパターンである。
【０２８５】
　図８の誤り情報生成回路４０は、図７の誤り情報生成回路４０と同じである。
【０２８６】
　次に、図１の誤動作情報生成回路４１について説明する。誤動作情報生成回路４１は、
試験モードにおいて、ＰＬＬ回路３９がジッタを含むクロック信号ｃｌｋ３を基に生成す
るタイミング信号を受け取って、ＰＬＬ回路３９の誤動作情報を生成し、検査情報として
、検査結果画像生成回路３７へ出力する。
【０２８７】
　以下、誤動作情報として、ＰＬＬ回路のロックアウト信号を生成する場合を例に挙げて
、詳しく説明する。
【０２８８】
　ここで、ＰＬＬ回路のロックアウトについて一般的に説明する。ＰＬＬ回路は、入力ク
ロックに同期した出力クロック（タイミング信号）を生成する。ロックアウトとは、ＰＬ
Ｌ回路が、入力クロックに同期した出力クロック（タイミング信号）を生成できず、位相
が一定でない状態である。
【０２８９】
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　なお、ＰＬＬ回路が入力クロックに同期した出力クロック（タイミング信号）を生成し
ているときは、ＰＬＬ回路が「ロック」されているといい、ロックがはずれた状態が、「
ロックアウト」である。
【０２９０】
　さて、本実施の形態では、ＰＬＬ回路３９が、試験装置１の位相変調回路１９が送信し
たジッタを含むクロック信号ｃｌｋ３に同期したタイミング信号を生成できず、そのタイ
ミング信号の位相が一定でなくなったときに、誤動作情報生成回路４１は、ロックアウト
信号を、検査情報として、検査結果画像生成回路３７へ出力する。
【０２９１】
　なお、ＰＬＬ回路のロックアウトを検出する装置は、例えば、特開平７－１７０１７９
号公報に開示されており、本実施の形態でも、この装置を、誤動作情報生成回路４１とし
て使用できる。
【０２９２】
　さて、検査結果画像生成回路３７は、誤動作情報生成回路４１から入力されるロックア
ウト信号を基に、ＰＬＬ回路３９のロックアウトの有無を表す情報を生成する。
【０２９３】
　そして、検査結果画像生成回路３７は、データ誤り率と、ロックアウトの有無と、を表
す画像データ（検査結果画像データ）を生成する。
【０２９４】
　さて、これまで説明してきた図１の受信回路３０は、集積回路（ＬＳＩ）として構成す
ることもできる。
【０２９５】
　以下では、「部材」という語句を用いる場合があるが、受信回路３０が、ＬＳＩとして
構成されているときは、この「部材」とは、ＬＳＩにおける信号の入出力のための「ピン
」を意味する。なお、当然のことながら、受信回路３０が、ＬＳＩとして構成されている
ときでも、「部材」には、他の周知の端子が含まれる。
【０２９６】
　さて、図１のディスプレイ装置３の表示ユニット３１について説明する。この表示ユニ
ット３１は、通常モードにおいて、表示切り替え回路３６が出力した映像データを表示す
る。
【０２９７】
　一方、表示ユニット３１は、試験モードにおいて、表示切り替え回路３６が出力した、
テスト信号（ＰＮパターン、テスト用映像データ）に検査結果画像データを重畳した画像
データを表示する。
【０２９８】
　さて、本実施の形態による試験全体の流れを、図１及びフローチャートを用いて説明す
る。
【０２９９】
  図９は、本実施の形態における試験装置１及びディスプレイ装置３のフローチャートで
ある。
【０３００】
　図９に示すように、まず、ステップ１にて、試験装置１の初期化を実行する。次に、ス
テップ２にて、ディスプレイ装置３の検査を実行する。次に、ステップ３にて、ディスプ
レイ装置３の表示ユニット３１に、検査結果画像データを表示する。
【０３０１】
　次に、図９の各ステップにおける処理の詳細を説明する。
【０３０２】
  図１０は、図９のステップ１における初期化のフローチャート（初期化フロー）である
。なお、図１０において、左側の処理は、試験装置１の処理を示し、右側の処理は、ディ
スプレイ装置３の処理を示している。
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【０３０３】
　図１０に示すように、まず、ステップ１０にて、試験装置１を初期化する。具体的には
、次の通りである。
【０３０４】
　試験装置１の制御回路１２は、テストパターン発生回路１５のスイッチ回路１５４（図
３）に対して、切り替え信号を出力して、テストパターン発生回路１５が、ＰＮパターン
を出力するように切り替える。また、制御回路１２は、ジッタ信号発生回路１７を初期化
する。
【０３０５】
　次にステップ１１にて、試験装置１がディスプレイ装置３に対して試験開始を指示する
。具体的には、次の通りである。
【０３０６】
　ディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３２へ、試験開始を指示するコントロ
ール信号を送信するように、試験装置１の制御回路１２が、コントロール信号送信回路１
３に対して命令する。
【０３０７】
　すると、試験装置１のコントロール信号送信回路１３は、試験開始を指示するコントロ
ール信号を、ディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３２へ送信する。
【０３０８】
　すると、ステップ１２にて、ディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３２は、
表示切り替え信号を表示切り替え回路３６に出力し、表示切り替え回路３６をオンにする
。
【０３０９】
　すると、ステップ１３にて、ディスプレイ装置３のコントロール信号送信回路３３は、
試験の準備が完了したことを通知するコントロール信号を、試験装置１のコントロール信
号受信回路１４へ送信する。
【０３１０】
  これにより、ディスプレイ装置３は、試験モードに入ることになる。
【０３１１】
　すると、ステップ１４にて、試験装置１のコントロール信号受信回路１４が、試験の準
備が完了したことを通知するコントロール信号を受信し、その旨を、制御回路１２に、通
知する。
【０３１２】
　次に、図９のステップ２へ進む。
【０３１３】
  図１１は、図９のステップ２における検査のフローチャート（検査フロー）である。な
お、図１１において、左側の処理は、試験装置１の処理を示し、右側の処理は、ディスプ
レイ装置３の処理を示している。
【０３１４】
　図１１に示すように、まず、ステップ２０にて、試験装置１の位相変調回路１９が、テ
ストパターン発生回路１５と、ディスプレイ装置３のＰＬＬ回路３９と、に対して、ジッ
タを含むクロック信号ｃｌｋ３を出力する。
【０３１５】
　すると、ステップ２１にて、試験装置１のテストパターン発生回路１５は、位相変調回
路１９が供給するジッタを含むクロック信号に同期して、一定ビット数のＰＮパターンを
出力する。
【０３１６】
　そして、試験装置１のデータ送信回路１８が、ディスプレイ装置３のデータ受信回路３
８へ、ＰＮパターンを送信する。
【０３１７】
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　一方、ステップ２２にて、ディスプレイ装置３のＰＬＬ回路３９は、受信したジッタを
含むクロック信号ｃｌｋ３に同期したタイミング信号を生成する。そして、ＰＬＬ回路３
９は、生成したタイミング信号を、データ受信回路３８と、誤動作情報生成回路４１と、
に出力する。
【０３１８】
　すると、ステップ２３にて、タイミング信号を入力した誤動作情報生成回路４１は、Ｐ
ＬＬ回路３９がロックアウト状態になったときに、ロックアウト信号を生成し、検査情報
として、検査結果画像生成回路３７へ出力する。
【０３１９】
　一方、ステップ２４にて、ディスプレイ装置３のデータ受信回路３８は、ＰＬＬ回路３
９が供給するタイミング信号に同期して、試験装置１のデータ送信回路１８が送信したＰ
Ｎパターンを取り込む。
【０３２０】
　そして、データ受信回路３８は、受信したＰＮパターンを、受信データとして、表示切
り替え回路３６と、誤り情報生成回路４０と、に出力する。
【０３２１】
　すると、ステップ２５にて、誤り情報生成回路４０は、受信データのデータ誤り率を計
算し、検査情報として、検査結果画像生成回路３７へ出力する。
【０３２２】
　次に、ステップ２６にて、ディスプレイ装置３の検査結果画像生成回路３７は、検査情
報（ジッタ周波数、ＰＬＬ回路３９のロックアウトの有無、データ誤り率）を１行追加し
て、検査情報を表す画像データ（検査結果画像データ）を生成し、表示切り替え回路３６
へ出力する。
【０３２３】
　なお、この検査情報（ジッタ周波数、ＰＬＬ回路３９のロックアウトの有無、データ誤
り率）は、記憶回路（図示せず）に記憶される。
【０３２４】
　次に、ステップ２７にて、表示切り替え回路３６は、データ受信回路３８が出力した受
信データ（ＰＮパターン）に、検査結果画像生成回路３７が出力した検査結果画像データ
を重畳して、表示ユニット３１へ出力する。
【０３２５】
　次に、ステップ２８にて、表示ユニット３１は、検査結果画像データを重畳した受信デ
ータ（ＰＮパターン）を表示する。
【０３２６】
　次に、検査が完了したならば、図９のステップ３に進み、検査が完了していないならば
、ステップ３０へ進む（ステップ２９）。
【０３２７】
　ステップ３０にて、試験装置１の制御回路１２は、ジッタ信号発生回路１７におけるジ
ッタ周波数を変更する。そして、そのジッタ周波数で、ステップ２０からステップ２９の
処理が実行される。
【０３２８】
　図１１に示した検査フローのループ１回当たりのビット数が、検査ビット数であり、図
７及び図８の誤り情報生成回路４０では、ＰＮパターンの一致していないビット数を、こ
の検査ビット数で割ることにより、データ誤り率（ビット誤り率）を計算する。
【０３２９】
　さて、図９のステップ３における処理の詳細を説明する。
【０３３０】
  図１２は、図９のステップ３における表示のフローチャート（表示フロー）である。な
お、図１２において、左側の処理は、試験装置１の処理を示し、右側の処理は、ディスプ
レイ装置３の処理を示している。
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【０３３１】
　図１２に示すように、ステップ３１にて、試験装置１の制御回路１２は、ジッタ信号発
生回路１７に対して、ジッタ信号の発生の停止を命令する。
【０３３２】
　すると、ジッタ信号発生回路１７は、ジッタ信号ｃｌｋ２のジッタ振幅Ａｊとジッタ周
波数ｆｊと、を「０」にし、ジッタ信号ｃｌｋ２の発生を停止する。
【０３３３】
　すると、ステップ３２にて、試験装置１の位相変調回路１９が、テストパターン発生回
路１５と、ディスプレイ装置３のＰＬＬ回路３９と、にジッタを含まないクロック信号ｃ
ｌｋ３を出力する。
【０３３４】
　ステップ３３にて、試験装置１の制御回路１２は、テストパターン発生回路１５のスイ
ッチ回路１５４（図３）に対して、切り替え信号を出力して、テストパターン発生回路１
５が、テスト用映像データを出力するように切り替える。
【０３３５】
　すると、ステップ３４にて、テストパターン発生回路１５は、位相変調回路１９が出力
したジッタを含まないクロック信号に同期して、テスト用映像データを出力する。
【０３３６】
　そして、試験装置１のデータ送信回路１８が、そのテスト用映像データを、ディスプレ
イ装置３のデータ受信回路３８へ送信する。
【０３３７】
　一方、ステップ３５にて、ディスプレイ装置３のＰＬＬ回路３９は、試験装置１の位相
変調回路１９が送信したジッタを含まないクロック信号に同期してタイミング信号を生成
する。
【０３３８】
　そして、ＰＬＬ回路３９は、生成したタイミング信号を、データ受信回路３８へ出力す
る。
【０３３９】
　すると、ステップ３６にて、ディスプレイ装置３のデータ受信回路３８は、ＰＬＬ回路
３９が出力したタイミング信号に同期して、試験装置１のータ送信回路１８が送信したテ
スト用映像データを取り込む。
【０３４０】
　そして、データ受信回路３８は、受信したテスト用映像データを、受信データとして、
表示切り替え回路３６へ出力する。
【０３４１】
　一方、ステップ３７にて、ディスプレイ装置３の検査結果画像生成回路３７は、記憶回
路（図示せず）から、検査情報（ジッタ周波数、ＰＬＬ回路３９のロックアウトの有無、
データ誤り率）を取得して、検査情報を表す画像データ（検査結果画像データ）を生成す
る。
【０３４２】
　そして、検査結果画像生成回路３７は、生成した検査結果画像データを、表示切り替え
回路３６へ出力する。
【０３４３】
　次に、ステップ３８にて、ディスプレイ装置３の表示切り替え回路３６は、データ受信
回路３８が出力した受信データ（テスト用映像データ）に、検査結果画像生成回路３７が
出力した検査結果画像データを重畳して、表示ユニット３１へ出力する。
【０３４４】
　すると、ステップ３９にて、ディスプレイ装置３の表示ユニット３１は、検査結果画像
データを重畳したテスト用映像データを表示する。
【０３４５】
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　次に、この表示例を示す。
【０３４６】
  図１３は、図１２のステップ３９において、ディスプレイ装置３の表示ユニット３１が
表示する画像データの例示図である。
【０３４７】
　図１３（ａ）は、図１のコントロール信号受信回路３２からの表示切り替え信号がオン
のときの表示例、図１３（ｂ）は、図１のコントロール信号受信回路３２からの表示切り
替え信号がオフのときの表示例、である。
【０３４８】
　図１０のステップ１２により、コントロール信号受信回路３２が、表示切り替え信号を
オンにして、表示切り替え回路３６をオンにしている。
【０３４９】
　このため、図１３（ａ）に示すように、ディスプレイ装置３の表示ユニット３１には、
検査結果画像データを重畳したテスト用映像データが表示される。
【０３５０】
　具体的には、表示ユニット３１のメイン画面３１０にテスト用映像Ａが表示され、サブ
画面３１１に検査結果画像Ｂが表示される。
【０３５１】
　一方、ディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３２が、試験装置１のコントロ
ール信号送信回路１３が送信するコントロール信号の指示を受けて、表示切り替え信号を
オフにしたときは、表示切り替え回路３６がオフになり、表示ユニット３１には、テスト
用映像データが出力される。
【０３５２】
　この場合は、図１３（ｂ）に示すように、表示ユニット３１のメイン画面３１０にテス
ト用映像Ａが表示されるだけである。
【０３５３】
　図１４は、図１３の表示ユニット３１のサブ画面３１１に表示される検査結果画像Ｂの
例示図である。
【０３５４】
　図１４に示すように、表示ユニット３１のサブ画面３１１には、検査結果画像として、
ジッタ周波数、ＰＬＬ回路のロックアウトの有無、データ誤り率（ビット誤り率）、が表
示される。なお、ＰＬＬ回路のロックアウトの有無の表示において、「ＯＫ」は、ＰＬＬ
回路がロック状態にあることを示し、「ＮＧ」は、ＰＬＬ回路がロックアウト状態にある
ことを示している。
【０３５５】
　さて、次に、別の表示方法を説明する。
【０３５６】
  図１の試験装置１の表示切り替え回路３６は、テスト用映像データに検査結果画像デー
タを重畳して、表示ユニット３１へ出力したが、このような重畳をすることなく、単なる
スイッチ回路として用いることができる。
【０３５７】
　すなわち、この場合は、図１０のステップ１２により、コントロール信号受信回路３２
が、表示切り替え信号をオンにして、表示切り替え回路３６をオンにしているときは、図
１２のステップ３８にて重畳することなく、表示切り替え回路３６は、検査結果画像生成
回路３７が出力した検査結果画像データを表示ユニット３１に出力する。
【０３５８】
　一方、ディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３２が、試験装置１のコントロ
ール信号送信回路１４が送信するコントロール信号の指示を受けて、表示切り替え信号を
オフにしたときは、表示切り替え回路３６がオフになり、表示ユニット３１には、テスト
用映像データが出力される。
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【０３５９】
　これらの点を図面を用いて説明する。
【０３６０】
  図１５は、図１２のステップ３９において、ディスプレイ装置３の表示ユニット３１が
表示する画像データの他の例示図である。
【０３６１】
　図１５（ａ）は、図１のコントロール信号受信回路３２からの表示切り替え信号がオン
のときの表示例、図１５（ｂ）は、図１のコントロール信号受信回路３２からの表示切り
替え信号がオフのときの表示例、である。
【０３６２】
　図１５（ａ）に示すように、表示切り替え回路３６を単なるスイッチ回路として用いる
場合は、図１２のステップ３９にて、表示ユニット３１のメイン画面３１０に、検査結果
画像Ｂが表示される。ここで表示される検査結果画像Ｂは、例えば、図１４のような画像
である。
【０３６３】
　一方、表示切り替え信号がオフで、表示切り替え回路３６がオフのときは、図１５（ｂ
）に示すように、表示ユニット３１のメイン画面３１０に、テスト用映像Ａが表示される
。
【０３６４】
　さて、本実施の形態では、図１のディスプレイ装置３のデータ受信回路３８に、ジッタ
を含むクロック信号に同期したタイミング信号を供給しているため（図１１のステップ２
０、２２）、データ誤り率を計測することで、ジッタの影響を知ることができる。なお、
このデータ誤り率に影響を与える他の主なものとして、他の回路からのノイズがあり、デ
ータ誤り率には、この影響も含まれる。
【０３６５】
　また、本実施の形態では、図１のディスプレイ装置３のＰＬＬ回路３９にジッタを含む
クロック信号を供給しているため（図１１のステップ２０、２２）、ロックアウト信号を
検出することで、ＰＬＬ回路３９へのジッタの影響を知ることができる。なお、ＰＬＬ回
路３９に影響を与える他の主なものとして、他の回路からのノイズがあり、ＰＬＬ回路３
９のロックアウトには、この影響も含まれる。
【０３６６】
　さて、これまで、試験モードでの動作を説明してきたが、図２を用いて、通常モードで
の動作を簡単に説明する。
【０３６７】
　図２に示すように、映像データ送信装置６のコントロール信号送信回路６３は、映像デ
ータを送信する旨を通知するコントロール信号を、ケーブル５を介して、ディスプレイ装
置３のコントロール信号受信回路３２へ送信する。
【０３６８】
　すると、コントロール信号受信回路３２は、試験に係わるコントロール信号を受信する
ための部材８（例えば、受信回路３０が集積回路で構成されている場合のピン）を利用し
て、そのコントロール信号を受信する。
【０３６９】
　すると、ディスプレイ装置３のコントロール信号送信回路３３は、試験に係わるコント
ロール信号を送信するための部材９（例えば、受信回路３０が集積回路で構成されている
場合のピン）を利用して、ディスプレイ装置３の解像度などの表示制御情報を、ケーブル
５を介して、映像データ送信装置６のコントロール信号受信回路６４に送信する。
【０３７０】
　映像データ送信装置６のクロック信号発生回路６１は、クロック信号を発生し、映像生
成回路６０と、ディスプレイ装置３のＰＬＬ回路３９と、に送信する。
【０３７１】
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　映像生成回路６０は、クロック信号発生回路６１が供給するクロック信号に同期して、
映像データを出力する。
【０３７２】
　そして、データ送信回路６２は、映像生成回路６０が出力した映像データを、ケーブル
５を介して、ディスプレイ装置３のデータ受信回路３８へ送信する。
【０３７３】
　ディスプレイ装置３のデータ受信回路３８は、ＰＬＬ回路３９がクロック信号に同期し
て生成したタイミング信号に同期して、映像データを取り込む。
【０３７４】
　データ受信回路３８は、取り込んだ映像データを表示切り替え回路３６に出力する。
【０３７５】
　このとき、表示切り替え回路３６はオフになっており、映像データは、表示ユニット３
１へ出力され、表示される。
【０３７６】
　さて、これまで説明してきたように、本実施の形態におけるディスプレイ装置３につい
ては、次のことが言える。
【０３７７】
　本実施の形態では、図１のディスプレイ装置３の内部に検査回路３５を設けているため
、ディスプレイ装置３の内部で、データ受信に係わる回路３４が検査され、検査情報（デ
ータ誤り率、ロックアウト信号）が生成される。
【０３７８】
　そして、検査結果画像生成回路３７は、その検査情報を表す画像データ（検査結果画像
データ）を生成し、この検査結果画像データが、ディスプレイ装置３が備える表示ユニッ
ト３１に表示される（図１３から図１５）。
【０３７９】
　その結果、ディスプレイ装置３の組立後に、しかも、ディスプレイ装置３の分解をする
ことなく、検査が可能となって、ディスプレイ装置３の内部のノイズ環境を変えることな
く、ディスプレイ装置３の内部のデータ受信に係わる回路３４の試験を簡易に実行できる
。
【０３８０】
　また、検査結果画像データは、ディスプレイ装置３が備える表示ユニット３１に表示さ
れるため、検査結果画像データを出力する端子を、ディスプレイ装置３の外部に新たに設
けることが不要になる。
【０３８１】
　また、ディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３２は、試験装置１からの試験
に係わるコントロール信号の受信を行うとともに、その試験に係わるコントロール信号を
受信するための部材８を介して、その試験に係わるコントロール信号とは別の外部からの
信号を受信でき、かつ、処理できる。
【０３８２】
　そして、コントロール信号受信回路３２が、試験に係わるコントロール信号として、試
験装置１から試験開始を指示するコントロール信号を受信した後に、ディスプレイ装置３
は試験モードに移行する。
【０３８３】
　このように、ディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３２は、試験に係わるコ
ントロール信号とは別の外部からの信号を受信でき、かつ、処理できるため、外部から通
常モードに戻ることを指示するコントロール信号を、コントロール信号受信回路３２に送
信することにより、通常モードに移行でき、また、外部の試験装置１からコントロール信
号受信回路３２へ試験開始を指示するコントロール信号を送信するだけで試験モードへ移
行することができる。
【０３８４】
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　つまり、ディスプレイ装置３の外部からのコントロール信号だけで、モードの切り替え
を実行できる。
【０３８５】
　その結果、ディスプレイ装置３の内部のデータ受信に係わる回路３４の試験をより簡易
に実行できる。
【０３８６】
　また、ディスプレイ装置３のコントロール信号受信回路３２は、試験に係わるコントロ
ール信号とは別の外部からの信号を受信でき、かつ、処理できるため、外部の映像データ
送信装置６が送信する信号の受信及び処理が可能である。
【０３８７】
　このため、通常モードに移行した後に、外部の映像データ送信装置６は、コントロール
信号受信回路３２に対して、必要に応じて信号を送信できる。
【０３８８】
　このように、試験モードだけでなく、通常モードでも使用できるコントロール信号受信
回路３２を設けている。
【０３８９】
　しかも、このコントロール信号受信回路３２は、試験モードと通常モードとで、外部か
らの信号を受信する際、共通の部材８を用いている。
【０３９０】
　その結果、ディスプレイ装置３において、試験に係わるコントロール信号の受信を行う
ためだけの部材を新たに設けることが不要となり、実装面積の増加及び部材互換性喪失（
他のＬＳＩとのピン互換性喪失）といった不都合を回避できる。
【０３９１】
　また、ディスプレイ装置３のコントロール信号送信回路３３は、試験に係わるコントロ
ール信号の送信を行うとともに、その試験に係わるコントロール信号を送信するための部
材９を介して、その試験に係わるコントロール信号とは別の信号を外部へ送信できる。
【０３９２】
　これにより、コントロール信号送信回路３３は、試験に係わるコントロール信号を外部
に送信するための部材９を介して、外部の映像データ送信装置６への信号の送信が可能と
なる。
【０３９３】
　このため、通常モードに移行した後に、コントロール信号送信回路３３は、外部の映像
データ送信装置６に対して、必要に応じて信号を送信できる。
【０３９４】
　このように、試験モードだけでなく、通常モードでも使用できるコントロール信号送信
回路３３を設けている。
【０３９５】
　しかも、コントロール信号送信回路３３は、試験モードと通常モードとで、外部へ信号
を送信する際、共通の部材９を用いている。
【０３９６】
　その結果、ディスプレイ装置３において、試験に係わる信号の送信を行うためだけの部
材を新たに設けることが不要となり、実装面積の増加及び部材互換性喪失（他のＬＳＩと
のピン互換性喪失）といった不都合を回避できる。
【０３９７】
　また、ディスプレイ装置３の表示切り替え回路３６は、試験モードにおいて、データ受
信回路３８が入力したテスト信号（テスト用映像データ）に、検査結果画像生成回路３７
が生成した検査結果画像データを重畳して、表示ユニット３１へ出力する。
【０３９８】
　このため、ディスプレイ装置３の表示ユニット３１において、データ受信に係わる回路
３４の検査結果の確認とともに、テスト信号として、外部からテスト用映像データを送信
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することで、テスト用映像データを目視検査できる（図１３（ａ））。
【０３９９】
　また、表示切り替え回路３６は、モードに応じて、映像データ、又は、検査結果画像デ
ータを重畳したテスト用映像データ、のいずれか一方を表示ユニット３１へ出力するので
、映像データを表示ユニット３１へ出力するための部材と、検査結果画像データを重畳し
たテスト用映像データを表示ユニット３１へ出力するための部材と、を共通にすることが
できる。
【０４００】
　その結果、表示切り替え回路３６から表示ユニット３１へ、検査結果画像データを重畳
したテスト用映像データを出力するときだけ使用する部材を新たに設けることが不要とな
り、実装面積の増加及び部材互換性喪失（他のＬＳＩとのピン互換性喪失）といった不都
合を回避できる。
【０４０１】
　また、表示切り替え回路３６を単なるスイッチ回路として用いるときは、表示切り替え
回路３６は、通常モードにおいて、データ受信回路３８から映像データを受け取って、表
示ユニット３１へ出力し、試験モードにおいて、検査結果画像生成回路３７が生成した検
査結果画像データを受け取って、表示ユニット３１へ出力する。
【０４０２】
　このため、ディスプレイ装置３の表示ユニット３１において、データ受信に係わる回路
３４の検査結果の確認ができる（図１５（ａ））。
【０４０３】
　また、表示切り替え回路３６を単なるスイッチ回路とするときは、重畳を行うための機
能が不要となるため、表示切り替え回路３６を単純化できる。
【０４０４】
　また、単なるスイッチ回路としての表示切り替え回路３６は、モードに応じて、映像デ
ータ、又は、検査結果画像生成回路３７が生成した検査結果画像データ、のいずれか一方
を表示ユニット３１へ出力するので、映像データを表示ユニット３１へ出力するための部
材と、検査結果画像生成回路３７が生成した検査結果画像データを表示ユニット３１へ出
力するための部材と、を共通にすることができる。
【０４０５】
　その結果、単なるスイッチ回路としての表示切り替え回路３６から表示ユニット３１へ
、検査結果画像データを出力するときだけ使用する部材を新たに設けることが不要となり
、実装面積の増加及び部材互換性喪失（他のＬＳＩとのピン互換性喪失）といった不都合
を回避できる。
【０４０６】
　また、単なるスイッチ回路としての表示切り替え回路３６は、試験モードにおいて、コ
ントロール信号受信回路３２が受信した表示の切り替えを指示するコントロール信号に従
って、検査結果画像生成回路３７が生成した検査結果画像データを受け取って、表示ユニ
ット３１へ出力し、又は、テスト信号としてのテスト用映像データを受け取って、表示ユ
ニット３１へ出力する。
【０４０７】
　このように、単なるスイッチ回路としての表示切り替え回路３６が、試験モードにおい
て、コントロール信号に従って、検査結果画像データ、又は、テスト用映像データ、のう
ちのいずれか１つを表示ユニット３１へ出力するので、検査結果画像データを表示ユニッ
ト３１へ出力するための部材と、テスト用映像データを表示ユニット３１へ出力するため
の部材と、を共通にすることができる。
【０４０８】
　その結果、単なるスイッチ回路としての表示切り替え回路３６から表示ユニット３１へ
、試験モードにおけるデータ（検査結果画像データ、テスト用映像データ）を出力すると
きだけ使用する部材を新たに設けることが不要となり、実装面積の増加及び部材互換性喪
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失（他のＬＳＩとのピン互換性喪失）といった不都合を回避できる。
【０４０９】
　また、外部からコントロール信号を送信するだけで、ディスプレイ装置３の表示ユニッ
ト３１において、テスト用映像データを目視検査できる（図１３（ｂ）、図１５（ｂ））
。
【０４１０】
　また、ディスプレイ装置３のデータ受信回路３８は、通常モードにおいて、映像データ
を受信し、試験モードにおいて、テスト信号としてのＰＮパターンを受信する。
【０４１１】
　そして、ディスプレイ装置３の誤り情報生成回路４０は、試験モードにおいて、データ
受信回路３８が受信したＰＮパターンについてのデータ誤り率を生成する。そして、この
データ誤り率は、表示ユニット３１に表示される（図１４）。
【０４１２】
　このため、ディスプレイ装置３の組立後に、しかも、ディスプレイ装置３の分解をする
ことなく、検査が可能となって、ディスプレイ装置３の内部のノイズ環境を変えることな
く、ディスプレイ装置３の内部のデータ受信回路３８の試験（データ誤り率の測定）を簡
易に実行できる。
【０４１３】
　また、ＰＬＬ回路３９は、通常モードにおいて、クロック信号を受信し、試験モードに
おいて、テスト信号としてのジッタを含むクロック信号を受信し、それらに同期したタイ
ミング信号を発生する。
【０４１４】
　そして、誤動作情報生成回路４１は、試験モードにおいて、ＰＬＬ回路３９がロックア
ウトしたときに、ロックアウト信号を生成する。このロックアウトの有無は、表示ユニッ
ト３１に表示される（図１４）。
【０４１５】
　このため、ディスプレイ装置３の組立後に、しかも、ディスプレイ装置３の分解をする
ことなく、検査が可能となって、ディスプレイ装置３の内部のノイズ環境を変えることな
く、ディスプレイ装置３の内部のＰＬＬ回路３９の試験（ロックアウト信号の検出）を簡
易に実行できる。
【０４１６】
　また、ＰＬＬ回路３９及びデータ受信回路３８の双方が検査されるため、ディスプレイ
装置３の誤動作の原因が、ＰＬＬ回路３９にあるのか、あるいは、他の伝送劣化要因にあ
るのか、を判断でき、ディスプレイ装置３の誤動作の原因を極力具体的に特定できる。
【０４１７】
　また、ディスプレイ装置３のデータ受信回路３８は、通常モードにおいて、クロック信
号を基にしたタイミング信号に同期して、映像データを受信し、試験モードにおいて、ジ
ッタを含むクロック信号を基にしたタイミング信号に同期して、テスト信号としてのＰＮ
パターンを受信する。
【０４１８】
　このようなタイミング信号に同期して受信したＰＮパターンについてのデータ誤り率を
算出することで、ジッタの影響について知見を得ることができる。
【０４１９】
　また、本実施の形態では、検査回路３５が、データ受信に係わる回路３４を検査し、検
査情報を生成して、この検査情報を表す画像データ（検査結果画像データ）が表示ユニッ
ト３１に表示される。
【０４２０】
　このため、人間が目視検査のみを行う場合に比較して、客観的で、精度の高い検査結果
を得ることができる。
【０４２１】
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　さて、これまで説明してきたように、本実施の形態における試験装置１については、次
のことが言える。
【０４２２】
　本実施の形態では、試験装置１のコントロール信号送信回路１３は、制御回路１２から
の命令を受けて、ディスプレイ装置３に対して、試験開始を指示するコントロール信号を
送信する。
【０４２３】
　このように、ディスプレイ装置３へコントロール信号を送信するだけで、テスト信号を
受信するディスプレイ装置３を、試験が開始できる状態に簡易にすることができる。
【０４２４】
　また、試験装置１の制御回路１２は、テスト信号発生回路１０のジッタ信号発生回路１
７に対して、テスト条件としてのジッタ周波数を指示する。
【０４２５】
　このため、従来、手動でジッタ周波数の設定を行っていたときと比較して、ジッタ周波
数の設定のための手間を軽減できる。
【０４２６】
　また、試験装置１のテストパターン発生回路１５は、テスト信号としてのＰＮパターン
を発生する。そして、このＰＮパターンは、ディスプレイ装置３に送信される。
【０４２７】
　このため、ディスプレイ装置３において、データ受信回路３８が受信したＰＮパターン
についてのデータ誤り率を算出できる。
【０４２８】
　また、試験装置１の位相変調回路１９は、クロック信号ｃｌｋ１にジッタ信号ｃｌｋ２
を重畳して、ジッタを含むクロック信号ｃｌｋ３を生成し、テスト信号としてのジッタを
含むクロック信号ｃｌｋ３をディスプレイ装置３のＰＬＬ回路３９へ送信する。
【０４２９】
　このため、ディスプレイ装置３において、ＰＬＬ回路３９のロックアウト信号を検出す
ることで、ジッタが及ぼすＰＬＬ回路３９への影響を知ることができる。
【０４３０】
　また、試験装置１のテストパターン発生回路１５は、位相変調回路１９が生成したジッ
タを含むクロック信号に同期して、データ送信回路１８へＰＮパターンを出力する。
【０４３１】
　このため、ディスプレイ装置３において、データ受信回路３８が受信したＰＮパターン
のデータ誤り率に対するジッタの影響を知ることができる。
【０４３２】
　また、試験装置１は、テスト信号（ＰＮパターン、テスト用映像データ、ジッタを含む
クロック信号ｃｌｋ３）を、ケーブル５を介して、ディスプレイ装置３に送信する。
【０４３３】
　このため、ディスプレイ装置３のデータ受信に係わる回路３４（データ受信回路３８、
ＰＬＬ回路３９）の検査において、ケーブルの影響について知見を得ることができる。
【０４３４】
　なお、試験装置１を、ケーブル５を介することなく、ディスプレイ装置３に直結して、
試験を実行することもできる。
【０４３５】
　また、ディスプレイ装置３の表示ユニット３１において、テスト用映像データの目視検
査を行う必要がないときは、図３のテスト用映像データ発生回路１５３は、省略できる。
【０４３６】
　この場合は、図１のディスプレイ装置３の表示切り替え回路３６は、単なるスイッチ回
路として使用されることになる。
【０４３７】
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　（実施の形態２）
  本実施の形態では、実施の形態１と異なり、試験装置１が、ディスプレイ装置から検査
情報を受信して、検査結果画像データを生成し、そして、ディスプレイ装置に送信する。
以下、詳しく説明する。
【０４３８】
  図１６は、本発明の実施の形態２における試験装置１及びディスプレイ装置のブロック
図である。なお、図１６において、図１と同様の部分については、同一の符号を付して、
適宜説明を省略する。
【０４３９】
　図１６に示すように、試験装置８と、ディスプレイ装置７とは、ケーブル５で接続され
る。
【０４４０】
　試験装置８は、テスト信号発生回路８０、テスト信号送信回路１１、制御回路１２、コ
ントロール信号送信回路１３、コントロール信号受信回路１４、検査結果画像生成回路８
２、及び、検査情報記憶回路８３、を具備する。
【０４４１】
　テスト信号発生回路８０は、テストパターン発生回路１５、クロック信号発生回路１６
、ジッタ信号発生回路１７、及び、重畳回路８１、を含む。
【０４４２】
　テスト信号送信回路１１は、データ送信回路１８、及び、位相変調回路１９、を含む。
【０４４３】
　ディスプレイ装置７は、受信回路７０、及び、表示ユニット３１、を具備する。
【０４４４】
　受信回路７０は、データ受信に係わる回路３４、検査回路３５、コントロール信号受信
回路３２、及び、コントロール信号送信回路３３、を含む。
【０４４５】
　データ受信に係わる回路３４は、データ受信回路３８、及び、ＰＬＬ回路（位相同期ル
ープ回路）３９、を含む。
【０４４６】
　検査回路３５は、誤り情報生成回路４０、及び、誤動作情報生成回路４１、を含む。
【０４４７】
　さて、受信回路７０は、図１の受信回路３０と同様に、集積回路（ＬＳＩ）として構成
することもできる。
【０４４８】
　以下では、「部材」という語句を用いる場合があるが、受信回路７０が、ＬＳＩとして
構成されているときは、この「部材」とは、ＬＳＩにおける信号の入出力のための「ピン
」を意味する。なお、当然のことながら、受信回路７０１が、ＬＳＩとして構成されてい
るときでも、「部材」には、他の周知の端子が含まれる。
【０４４９】
　さて、図１６の試験装置８は、ケーブル５を介して、テスト信号を送信し、ディスプレ
イ装置７の試験を実行する。ディスプレイ装置７が、試験を開始できる状態、又は、試験
実行中の状態、を「試験モード」と呼ぶ。
【０４５０】
　このディスプレイ装置７は、通常は、図２の映像データ送信装置６から映像データを受
信して、表示ユニット３１に表示する。このような通常の使用状態を、「通常モード」と
呼ぶ。通常モードにおける動作は、実施の形態１と同様である。
【０４５１】
　さて、図１６のディスプレイ装置７は、図１のディスプレイ装置３と比較して、表示切
り替え回路３６及び検査結果画像生成回路３７がない。その他の構成については、図１６
のディスプレイ装置７と図１のディスプレイ装置３とは同様であり、説明を省略する。
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【０４５２】
　ただし、誤り情報生成回路４０が生成したデータ誤り率を表す情報と、誤動作情報生成
回路４１が生成したロックアウト信号と、はコントロール信号送信回路３３に出力される
。
【０４５３】
　さて、試験装置８において、テストパターン発生回路１５、クロック信号発生回路１６
、ジッタ信号発生回路１７、テスト信号送信回路１１、制御回路１２、コントロール信号
送信回路１３、及び、コントロール信号受信回路１４は、それぞれ、図１の試験装置１の
、テストパターン発生回路１５、クロック信号発生回路１６、ジッタ信号発生回路１７、
テスト信号送信回路１１、制御回路１２、コントロール信号送信回路１３、及び、コント
ロール信号受信回路１４、と同様であり、説明を省略する。
【０４５４】
　ただし、コントロール信号受信回路１４は、ディスプレイ装置７のコントロール信号送
信回路３３が送信した検査情報（ＰＬＬ回路３９のロックアウトの有無を表す情報、デー
タ誤り率を表す情報）を受信し、検査情報記憶回路８３へ出力する。
【０４５５】
　検査情報記憶回路８３は、この検査情報を記憶する。検査結果画像生成回路８２は、検
査情報記憶回路８３から検査情報を取得して、検査情報を表す画像データを生成する。
【０４５６】
　ここで、検査情報を表す画像データを「検査結果画像データ」と呼ぶこともある。また
、検査情報を表す画像を「検査結果画像」と呼ぶこともある。
【０４５７】
　検査結果画像生成回路８２は、生成した検査結果画像データを、重畳回路８１へ出力す
る。
【０４５８】
　重畳回路８１は、テストパターン発生回路１５が発生したテスト信号（ＰＮパターン、
テスト用画像データ）に、検査結果画像データを重畳して、データ送信回路１８へ出力す
る。
【０４５９】
　そして、ディスプレイ装置７のデータ受信回路３８が、試験装置８のデータ送信回路１
８から検査結果画像データを重畳したテスト信号を受信し、表示ユニット３１へ出力する
。表示ユニット３１は、検査結果画像データを重畳したテスト信号を表示する。
【０４６０】
　さて、本実施の形態による試験全体の流れを、図１６及びフローチャートを用いて説明
する。
【０４６１】
  本実施の形態による試験全体の流れは、図９に示したフローチャートと同様である。従
って、以下では、図９を用いて説明する。
【０４６２】
　図９に示すように、まず、ステップ１にて、試験装置８の初期化を実行する。次に、ス
テップ２にて、ディスプレイ装置７の検査を実行する。次に、ステップ３にて、ディスプ
レイ装置７の表示ユニット３１に、検査結果画像データを表示する。
【０４６３】
　次に、図９の各ステップにおける処理の詳細を説明する。
【０４６４】
  図１７は、図９のステップ１における初期化のフローチャート（初期化フロー）である
。なお、図１７において、左側の処理は、試験装置８の処理を示し、右側の処理は、ディ
スプレイ装置７の処理を示している。
【０４６５】
　図１７に示すように、まず、ステップ１０にて、試験装置８を初期化する。具体的には
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、次の通りである。
【０４６６】
　試験装置８の制御回路１２は、テストパターン発生回路１５のスイッチ回路１５４（図
３）に対して、切り替え信号を出力して、テストパターン発生回路１５が、ＰＮパターン
を出力するように切り替える。また、制御回路１２は、ジッタ信号発生回路１７を初期化
する。
【０４６７】
　次にステップ１１にて、試験装置８がディスプレイ装置７に対して試験開始を指示する
。具体的には、次の通りである。
【０４６８】
　ディスプレイ装置７のコントロール信号受信回路３２へ、試験開始を指示するコントロ
ール信号を送信するように、試験装置８の制御回路１２が、コントロール信号送信回路１
３に対して命令する。
【０４６９】
　すると、試験装置８のコントロール信号送信回路１３は、試験開始を指示するコントロ
ール信号を、ディスプレイ装置７のコントロール信号受信回路３２へ送信する。
【０４７０】
　すると、ステップ１２にて、ディスプレイ装置７のコントロール信号受信回路３２は、
試験開始を指示するコントロール信号を受信する。
【０４７１】
　これにより、ディスプレイ装置７のコントロール信号送信回路３３が、検査情報（ＰＬ
Ｌ回路３９のロックアウトの有無を表す情報、データ誤り率を表す情報）を、試験装置８
へ送信するようになる。
【０４７２】
　すると、ステップ１３にて、ディスプレイ装置７のコントロール信号送信回路３３は、
試験の準備が完了したことを通知するコントロール信号を、試験装置８のコントロール信
号受信回路１４へ送信する。
【０４７３】
  これにより、ディスプレイ装置７は、試験モードに入ることになる。
【０４７４】
　すると、ステップ１４にて、試験装置８のコントロール信号受信回路１４が、試験の準
備が完了したことを通知するコントロール信号を受信し、その旨を、制御回路１２に通知
する。
【０４７５】
　次に、図９のステップ２へ進む。
【０４７６】
  図１８は、図９のステップ２における検査のフローチャート（検査フロー）である。な
お、図１８において、左側の処理は、試験装置８の処理を示し、右側の処理は、ディスプ
レイ装置７の処理を示している。
【０４７７】
　図１８に示すように、まず、ステップ２０にて、試験装置８の位相変調回路１９が、テ
ストパターン発生回路１５と、ディスプレイ装置７のＰＬＬ回路３９と、に対して、ジッ
タを含むクロック信号ｃｌｋ３を出力する。
【０４７８】
　すると、ステップ２１にて、試験装置８のテストパターン発生回路１５は、位相変調回
路１９が供給するジッタを含むクロック信号に同期して、一定ビット数のＰＮパターンを
出力する。
【０４７９】
　すると、ステップ２２にて、試験装置８の重畳回路８１が、このＰＮパターンに、試験
装置８の検査結果画像生成回路８２が生成した検査結果画像データを重畳して、データ送
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信回路１８へ出力する。ただし、最初だけは、検査結果画像は空白である。
【０４８０】
　そして、試験装置８のデータ送信回路１８が、検査結果画像データを重畳したＰＮパタ
ーンを、ディスプレイ装置７のデータ受信回路３８へ送信する。
【０４８１】
　一方、ステップ２３にて、ディスプレイ装置７のＰＬＬ回路３９は、受信したジッタを
含むクロック信号ｃｌｋ３に同期したタイミング信号を生成する。そして、ＰＬＬ回路３
９は、生成したタイミング信号を、データ受信回路３８と、誤動作情報生成回路４１と、
に出力する。
【０４８２】
　すると、ステップ２４にて、タイミング信号を入力した誤動作情報生成回路４１は、Ｐ
ＬＬ回路３９がロックアウトしたときに、ロックアウト信号を生成し、検査情報として、
コントロール信号送信回路３３へ出力する。
【０４８３】
　コントロール信号送信回路３３は、このロックアウト信号を受けて、ＰＬＬ回路３９の
ロックアウトの有無を表す情報を生成する。
【０４８４】
　一方、ステップ２５にて、ディスプレイ装置７のデータ受信回路３８は、ＰＬＬ回路３
９が供給するタイミング信号に同期して、試験装置８のデータ送信回路１８が送信した、
検査結果画像データを重畳したＰＮパターンを取り込む。
【０４８５】
　そして、データ受信回路３８は、受信したＰＮパターンを、受信データとして、表示ユ
ニット３１と、誤り情報生成回路４０と、に出力する。
【０４８６】
　すると、ステップ２６にて、誤り情報生成回路４０は、受信データのデータ誤り率を計
算し、検査情報として、コントロール信号送信回路３３へ出力する。
【０４８７】
　次に、ステップ２７にて、ディスプレイ装置７のコントロール信号送信回路３３は、検
査情報（ＰＬＬ回路３９のロックアウトの有無を表す情報、データ誤り率を表す情報）を
、試験装置８のコントロール信号受信回路１４へ送信する。
【０４８８】
　すると、ステップ２８にて、コントロール信号受信回路１４は、受信した検査情報を、
検査結果記憶回路８３へ出力する。
【０４８９】
　そして、検査結果画像生成回路８２は、検査結果記憶回路８３から検査情報を取得して
、検査結果画像データを生成し、重畳回路８１へ出力する。
【０４９０】
　次に、検査が完了したならば、図９のステップ３に進み、検査が完了していないならば
、ステップ３０へ進む（ステップ２９）。
【０４９１】
　ステップ３０にて、試験装置８の制御回路１２は、ジッタ信号発生回路１７におけるジ
ッタ周波数を変更する。そして、そのジッタ周波数で、ステップ２０からステップ２９の
処理が実行される。
【０４９２】
　図１８に示した検査フローのループ１回当たりのビット数が、検査ビット数であり、図
７及び図８の誤り情報生成回路４０では、ＰＮパターンの一致していないビット数を、こ
の検査ビット数で割ることにより、データ誤り率を計算する。　さて、図９のステップ３
における処理の詳細を説明する。
【０４９３】
  図１９は、図９のステップ３における表示のフローチャート（表示フロー）である。な
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お、図１９において、左側の処理は、試験装置８の処理を示し、右側の処理は、ディスプ
レイ装置７の処理を示している。
【０４９４】
　図１９に示すように、ステップ３１にて、試験装置８の制御回路１２は、ジッタ信号発
生回路１７に対して、ジッタ信号の発生の停止を命令する。
【０４９５】
　すると、ジッタ信号発生回路１７は、ジッタ信号ｃｌｋ２のジッタ振幅Ａｊとジッタ周
波数ｆｊと、を「０」にし、ジッタ信号ｃｌｋ２の発生を停止する。
【０４９６】
　すると、ステップ３２にて、試験装置８の位相変調回路１９が、テストパターン発生回
路１５と、ディスプレイ装置７のＰＬＬ回路３９と、にジッタを含まないクロック信号ｃ
ｌｋ３を出力する。
【０４９７】
　ステップ３３にて、試験装置８の制御回路１２は、テストパターン発生回路１５のスイ
ッチ回路１５４（図３）に対して、切り替え信号を出力して、テストパターン発生回路１
５が、テスト用映像データを出力するように切り替える。
【０４９８】
　すると、ステップ３４にて、テストパターン発生回路１５は、位相変調回路１９が出力
したジッタを含まないクロック信号に同期して、テスト用映像データを出力する。
【０４９９】
　一方、ステップ３５にて、試験装置８の検査情報記憶回路８３は、記憶している検査情
報を検査結果画像生成回路８２へ出力し、検査結果画像生成回路８２は、検査結果画像デ
ータを生成する。
【０５００】
　そして、ステップ３６にて、試験装置８の重畳回路８１は、テストパターン発生回路１
５が出力したテスト用映像データに、検査結果画像生成回路８２が生成した検査結果画像
データを重畳して、データ送信回路１８へ出力する。
【０５０１】
　一方、ステップ３７にて、ディスプレイ装置７のＰＬＬ回路３９は、試験装置８の位相
変調回路１９が送信したジッタを含まないクロック信号に同期してタイミング信号を生成
する。
【０５０２】
　そして、ＰＬＬ回路３９は、生成したタイミング信号を、データ受信回路３８へ出力す
る。
【０５０３】
　すると、ステップ３８にて、ディスプレイ装置７のデータ受信回路３８は、ＰＬＬ回路
３９が出力したタイミング信号に同期して、試験装置８のデータ送信回路１８が送信した
、検査結果画像データが重畳されたテスト用映像データを取り込む。
【０５０４】
　そして、データ受信回路３８は、受信した、検査結果画像データが重畳されたテスト用
映像データを、受信データとして、表示ユニット３１へ出力する。
【０５０５】
　すると、ステップ３９にて、ディスプレイ装置７の表示ユニット３１は、検査結果画像
データを重畳したテスト用映像データを表示する。この表示例は、図１３（ａ）、図１４
と同様である。
【０５０６】
　さて、これまで説明してきたように、本実施の形態におけるディスプレイ装置７につい
ては、次のことが言える。
【０５０７】
　本実施の形態では、図１６のディスプレイ装置７の内部に検査回路３５を設けているた
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め、ディスプレイ装置７の内部で、データ受信に係わる回路３４が検査され、検査情報（
データ誤り率、ロックアウト信号）が生成される。
【０５０８】
　そして、コントロール信号送信回路３３が、検査情報（データ誤り率、ロックアウトの
有無）を、試験装置８に送信し、試験装置８の検査結果画像生成回路８２で検査結果画像
データが生成される。
【０５０９】
　そして、試験装置８からディスプレイ装置７へ、検査結果画像データを重畳したテスト
用映像データが送信され、ディスプレイ装置７の表示ユニット３１がこれを表示する。
【０５１０】
　その結果、ディスプレイ装置７の組立後に、しかも、ディスプレイ装置７の分解をする
ことなく、検査が可能となって、ディスプレイ装置７の内部のノイズ環境を変えることな
く、ディスプレイ装置７の内部のデータ受信に係わる回路３４の試験を簡易に実行できる
。
【０５１１】
　また、試験装置８で、検査結果画像データを生成するため、試験対象であるディスプレ
イ装置７の内部に、検査結果画像データを生成する回路を設ける必要がなく、実施の形態
１と比較して、ディスプレイ装置７の複雑化を軽減できる。
【０５１２】
　また、検査結果画像データを重畳したテスト用映像データを、外部の試験装置８からデ
ィスプレイ装置７へ送信することで、ディスプレイ装置７の表示ユニット３１において、
データ受信に係わる回路３４の検査結果の確認とともに、テスト用映像データを目視検査
できる。
【０５１３】
　また、検査結果画像データを外部で生成し、その検査結果画像データを重畳したテスト
用映像データを、通常モードで映像データを受信するデータ受信回路３８が受信して、表
示ユニット３１へ出力する。
【０５１４】
　このため、データ受信回路３８が通常モードで映像データを表示ユニット３１へ出力す
るための部材と、データ受信回路３８が検査結果画像データを重畳したテスト用映像デー
タを表示ユニット３１へ出力するための部材と、を共通にすることができる。
【０５１５】
　その結果、ディスプレイ装置７において、データ受信回路３８から表示ユニット３１へ
、検査結果画像データを重畳したテスト用映像データを出力するときだけ使用する部材を
新たに設けることが不要となり、実装面積の増加及び部材互換性喪失（他のＬＳＩとのピ
ン互換性喪失）といった不都合を回避できる。
【０５１６】
　また、ディスプレイ装置７のコントロール信号受信回路３２は、試験に係わるコントロ
ール信号の受信を行うとともに、その試験に係わるコントロール信号を受信するための部
材８を介して、その試験に係わるコントロール信号とは別の外部からのコントロール信号
を受信でき、かつ、処理できる。
【０５１７】
　このため、外部から通常モードに戻ることを指示するコントロール信号を、コントロー
ル信号受信回路３２に送信することにより、通常モードに移行できる。
【０５１８】
　一方、外部の試験装置８からコントロール信号受信回路３２へ、試験開始を指示するコ
ントロール信号を送信するだけで試験モードへ移行することができる。
【０５１９】
　つまり、ディスプレイ装置７の外部からのコントロール信号だけで、モードの切り替え
を実行できる。



(32) JP 4295110 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

【０５２０】
　その結果、ディスプレイ装置７の内部のデータ受信に係わる回路３４の試験をより簡易
に実行できる。
【０５２１】
　また、コントロール信号受信回路３２は、試験に係わるコントロール信号とは別の外部
からのコントロール信号を受信でき、かつ、処理できるため、外部の映像データ送信装置
６が送信するコントロール信号の受信及び処理が可能である。
【０５２２】
　このため、通常モードに移行した後に、外部の映像データ送信装置６は、コントロール
信号受信回路３２に対して、必要に応じて信号を送信できる。
【０５２３】
　このように、試験モードだけでなく、通常モードでも使用できるコントロール信号受信
回路３２を設けている。
【０５２４】
　しかも、コントロール信号受信回路３２は、試験モードと通常モードとで、外部からの
コントロール信号を受信する際、共通の部材８を用いている。
【０５２５】
　また、コントロール信号送信回路３３は、試験に係わるコントロール信号を外部に送信
するための部材９を介して、その試験に係わるコントロール信号とは別のコントロール信
号を送信できるため、外部の映像データ送信装置６への信号の送信が可能である。
【０５２６】
　このため、通常モードに移行した後に、コントロール信号送信回路３３は、外部の映像
データ送信装置６に対して、必要に応じて信号を送信できる。
【０５２７】
　このように、試験モードだけでなく、通常モードでも使用できるコントロール信号送信
回路３３を設けている。
【０５２８】
　しかも、コントロール信号送信回路３３は、試験モードと通常モードとで、外部へコン
トロール信号を送信する際、共通の部材９を用いている。
【０５２９】
　以上により、ディスプレイ装置７において、試験に係わるコントロール信号の受信を行
うためだけの部材や、試験に係わるコントロール信号の送信を行うためだけの部材、とい
った試験に係わるコントロール信号の入出力を行うためだけの部材を新たに設けることが
不要となり、実装面積の増加及び部材互換性喪失（他のＬＳＩとのピン互換性喪失）とい
った不都合を回避できる。
【０５３０】
　また、以上のようなコントロール信号送信回路３３やコントロール信号受信回路３２を
設けることで、検査情報を出力するための専用の端子や、検査結果画像データを入力する
ための専用の端子を、ディスプレイ装置７の外部に新たに設けることが不要になる。
【０５３１】
　また、ディスプレイ装置７のデータ受信回路３８は、通常モードにおいて、映像データ
を受信し、試験モードにおいて、テスト信号としてのＰＮパターンを受信する。
【０５３２】
　そして、ディスプレイ装置７の内部の誤り情報生成回路４０は、試験モードにおいて、
データ受信回路３８が受信したＰＮパターンについてのデータ誤り率を生成する。
【０５３３】
　そして、ディスプレイ装置７の内部のコントロール信号送信回路３３は、検査情報とし
て、誤り情報生成回路４０が生成したデータ誤り率を表す情報を外部へ送信する。
【０５３４】
　このため、ディスプレイ装置７の組立後に、しかも、ディスプレイ装置７の分解をする
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ことなく、検査が可能となって、ディスプレイ装置７の内部のノイズ環境を変えることな
く、ディスプレイ装置７の内部のデータ受信回路３８の試験（データ誤り率の測定）を簡
易に実行できる。
【０５３５】
　また、ディスプレイ装置７のＰＬＬ回路３９は、通常モードにおいて、クロック信号を
受信し、試験モードにおいて、テスト信号としてのジッタを含むクロック信号を受信し、
それらに同期したタイミング信号を発生する。
【０５３６】
　そして、誤動作情報生成回路４１は、試験モードにおいて、ＰＬＬ回路３９がロックア
ウトしたときに、ロックアウト信号を生成する。
【０５３７】
　そして、コントロール信号送信回路３３は、検査情報として、ＰＬＬ回路３９のロック
アウトの有無を表す情報を外部の試験装置８へ送信する。
【０５３８】
　このため、ディスプレイ装置７の組立後に、しかも、ディスプレイ装置７の分解をする
ことなく、検査が可能となって、ディスプレイ装置７の内部のノイズ環境を変えることな
く、ディスプレイ装置７の内部のＰＬＬ回路３９の試験（ロックアウトの有無の検出）を
簡易に実行できる。
【０５３９】
　また、ＰＬＬ回路３９及びデータ受信回路３８の双方が検査されるため、ディスプレイ
装置７の誤動作の原因が、ＰＬＬ回路３９にあるのか、あるいは、他の伝送劣化要因にあ
るのか、を判断でき、ディスプレイ装置７の誤動作の原因を極力具体的に特定できる。
【０５４０】
　また、ディスプレ装置７のデータ受信回路３８は、通常モードにおいて、クロック信号
を基にしたタイミング信号に同期して、映像データを受信し、試験モードにおいて、ジッ
タを含むクロック信号を基にしたタイミング信号に同期して、ＰＮパターンを受信する。
【０５４１】
　ディスプレイ装置７の誤り情報生成回路４０が、このようなタイミング信号に同期して
受信したＰＮパターンについてのデータ誤り率を算出することで、ジッタの影響について
知見を得ることができる。
【０５４２】
　また、本実施の形態では、検査回路３５が、データ受信に係わる回路３４を検査し、検
査情報を生成して、この検査情報を表す画像データ（検査結果画像データ）が表示ユニッ
ト３１に表示される。
【０５４３】
　このため、人間が目視検査のみを行う場合に比較して、客観的で、精度の高い検査結果
を得ることができる。
【０５４４】
　さて、これまで説明してきたように、本実施の形態における試験装置８については、次
のことが言える。
【０５４５】
　本実施の形態では、試験装置８のコントロール信号送信回路１３は、制御回路１２から
の命令を受けて、ディスプレイ装置７に対して、試験開始を指示するコントロール信号を
送信する。
【０５４６】
　このように、ディスプレイ装置７へコントロール信号を送信するだけで、テスト信号を
受信するディスプレイ装置７を、試験が開始できる状態に簡易にすることができる。
【０５４７】
　また、試験装置８で、検査結果画像データを生成するため、試験対象であるディスプレ
イ装置７の内部に、検査結果画像データを生成する回路を設ける必要がなく、ディスプレ



(34) JP 4295110 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

イ装置７の複雑化を軽減できる。
【０５４８】
　また、試験装置８の重畳回路８１は、テスト用映像データに、検査結果画像データを重
畳して、データ送信回路１８へ出力する。
【０５４９】
　したがって、試験装置８のデータ送信回路１８は、検査結果画像データを重畳したテス
ト用映像データを、ディスプレイ装置７へ送信する。
【０５５０】
　このため、ディスプレイ装置７において、ディスプレイ装置７の検査結果の確認ととも
に、テスト用映像データを目視検査できる。
【０５５１】
　また、試験装置８は制御回路１２を設けていることから、実施の形態１と同様に、従来
、手動でテスト条件の設定を行っていたときと比較して、テスト条件の設定のための手間
を軽減できる。
【０５５２】
　また、試験装置８のテストパターン発生回路１５は、テスト信号としてのＰＮパターン
を発生する。そして、このＰＮパターンは、ディスプレイ装置７に送信される。
【０５５３】
　このため、ディスプレイ装置７において、データ受信回路３８が受信したＰＮパターン
についてのデータ誤り率を算出できる。
【０５５４】
　また、試験装置８の位相変調回路１９は、クロック信号ｃｌｋ１にジッタ信号ｃｌｋ２
を重畳して、ジッタを含むクロック信号ｃｌｋ３を生成し、テスト信号としてのジッタを
含むクロック信号ｃｌｋ３をディスプレイ装置７のＰＬＬ回路３９へ送信する。
【０５５５】
　このため、ディスプレイ装置７において、ＰＬＬ回路３９のロックアウト信号を検出す
ることで、ジッタが及ぼすＰＬＬ回路３９への影響を知ることができる。
【０５５６】
　また、試験装置８のテストパターン発生回路１５は、位相変調回路１９が生成したジッ
タを含むクロック信号に同期して、データ送信回路１８へＰＮパターンを出力する。
【０５５７】
　このため、ディスプレイ装置７において、データ受信回路３８が受信したＰＮパターン
のデータ誤り率に対するジッタの影響を知ることができる。
【０５５８】
　また、試験装置８は、テスト信号（ＰＮパターン、テスト用映像データ、ジッタを含む
クロック信号ｃｌｋ３）を、ケーブル５を介して、ディスプレイ装置７３に送信する。
【０５５９】
　このため、ディスプレイ装置７のデータ受信に係わる回路３４（データ受信回路３８、
ＰＬＬ回路３９）の検査において、ケーブルの影響について知見を得ることができる。
【０５６０】
　なお、試験装置８を、ケーブル５を介することなく、ディスプレイ装置７に直結して、
試験を実行することもできる。
【０５６１】
　なお、テスト用映像データの目視検査をする必要がないときは、図３のテスト用映像デ
ータ発生回路１５３は省略できる。
【０５６２】
　この場合は、図１６の重畳回路８１を、切り替え回路に置き換える。そして、制御回路
１２がこの切り替え回路に命令して、ディスプレイ装置７に検査結果画像データを表示さ
せるときは、データ送信回路１８に検査結果画像データを出力するようにし、試験装置７
のデータ受信に係わる回路３４の検査を実行するときは、ＰＮパターンをデータ送信回路
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１８に出力するようにする。
【０５６３】
　最後に、日本国特許第２９５０３７０号公報に開示されているＰＬＬジッタ測定方法及
び集積回路と、本発明との相違を簡単に説明する。
【０５６４】
　この文献では、集積回路を破壊せずに、ＰＬＬ回路のジッタ情報をＬＳＩ外部に出力す
るという技術が開示されている。
【０５６５】
　しかし、この文献の技術は、集積回路を破壊しないことを課題としているのに対して、
本発明は、ディスプレイ装置の分解を不要とし、ノイズ環境を変えることなくディスプレ
イ装置を検査することを課題としている点で、大きく相違する。
【０５６６】
　また、この文献の技術は、集積回路のテスト入力ピン及びテスト出力ピンに公知のＩＣ
テスタを接続して、ＰＬＬ回路のジッタを測定するものであるため、この集積回路がディ
スプレイ装置に内蔵されることを想定した場合、この集積回路を検査するためには、ディ
スプレイ装置を分解しなければならず、本発明の課題は解決できない。
【０５６７】
　また、この文献の技術は、ジッタ情報に限定された内容であり、データ誤り率や、ＰＬ
Ｌ回路のロックアウト信号については、何ら言及していない。
【０５６８】
　また、この文献には、本実施の形態における表示切り替え回路３６のような、集積回路
の外部に信号を出力するための具体的な手段については、何ら開示していない。
【０５６９】
　このように、この文献には、本発明について、示唆する記載はない。
【０５７０】
　（実施の形態３）
  図２０は、本発明の実施の形態３における映像データ送信装置及びディスプレイ装置の
ブロック図である。なお、図２０において、図１と同様の部分については同一の符号を付
している。
【０５７１】
　図２０に示すように、映像データ送信装置１００と、ディスプレイ装置２００とは、ケ
ーブル５で接続される。
【０５７２】
　ディスプレイ装置２００は、受信回路２０１、入力ユニット２０６、及び、表示ユニッ
ト３１、を具備する。
【０５７３】
　受信回路２０１は、データ受信に係わる回路２０２、検査回路２０４、表示切り替え回
路３６、及び、検査結果画像生成回路３７、を含む。
【０５７４】
　データ受信に係わる回路２０２は、データ受信回路３８を含む。検査回路２０４は、誤
り情報生成回路４０を含む。
【０５７５】
　まず、映像データ送信装置１００について説明する。映像データ送信装置１００は、デ
ィスプレイ装置２００が通常モードのときには、ケーブル５を介して、映画等の映像デー
タをディスプレイ装置２００に送信する。
【０５７６】
　この映像データ送信装置１００は、図２の映像データ送信装置６と同様のものであり、
例えば、パーソナルコンピュータ、セットトップボックス（ＳＴＢ）、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｄｉｓｃ）プレーヤ等、が挙げられる。
【０５７７】
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　一方、映像データ送信装置１００は、ディスプレイ装置２００が試験モードのときには
、ケーブル５を介して、テスト信号をディスプレイ装置２００に送信する。
【０５７８】
　テスト信号としては、例えば、テスト用映像データ、及び、ＰＮパターン、等が挙げら
れる。このテスト用映像データとして、例えば、テスト用の画像データ、カラーパターン
、あるいは、テスト用の画像データ及びカラーパターンの双方、等が挙げられる。このテ
スト用の画像データとしては、例えば、テスト用の動画像データ、あるいは、テスト用の
静止画像データ、等が挙げられる。
【０５７９】
　なお、テスト用の画像データは、被写体を撮影して作成した画像であり、カラーパター
ンは、模様状の画像である。
【０５８０】
　ここで、ディスプレイ装置２００が、試験を開始できる状態、又は、試験実行中の状態
、を「試験モード」と呼ぶ。
【０５８１】
　映像データ送信装置１００が、記録媒体に記録された映像データを読み出すことができ
るものであれば、ディスプレイ装置２００が試験モードのときには、映像データ送信装置
１００に、テスト信号を記録した記録媒体をセットして、テスト信号を読み出させ、ディ
スプレイ装置２００に送信する。
【０５８２】
　例えば、映像データ送信装置１００が、ＤＶＤプレーヤであれば、ディスプレイ装置２
００が試験モードのときには、映像データ送信装置１００に、テスト信号を記録したＤＶ
Ｄをセットして、テスト信号を読み出させ、ディスプレイ装置２００に送信する。
【０５８３】
　また、映像データ送信装置１００が、テスト信号を記憶した記憶装置を具備しているも
のであれば、ディスプレイ装置２００が試験モードのときには、映像データ送信装置１０
０に、その記憶装置からテスト信号を読み出させ、ディスプレイ装置２００に送信する。
【０５８４】
　例えば、映像データ送信装置１００が、テスト信号を記憶したＲＯＭ（ｒｅａｄ　ｏｎ
ｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）を具備するセットトップボックスであれば、ディスプレイ装置２０
０が試験モードのときには、映像データ送信装置１００に、そのＲＯＭからテスト信号を
読み出させ、ディスプレイ装置２００に送信する。
【０５８５】
　なお、映像データ送信装置１００が、記録媒体に記録された映像データを読み出すこと
ができる場合でも、テスト信号を記憶した記憶装置を設けることもできる。
【０５８６】
　次に、ディスプレイ装置２００の入力ユニット２０６について説明する。入力ユニット
２０６は、表示切り替え回路３６に対して、試験モードに入ること、又は、試験モードか
ら出ること、を指示する。
【０５８７】
　表示切り替え回路３６が、入力ユニット２０６から、試験モードに入ることを指示され
たときに、ディスプレイ装置２００は、試験モードに入る。
【０５８８】
　一方、表示切り替え回路３６が、入力ユニット２０６から、試験モードから出ることを
指示されたときに、ディスプレイ装置２００は、試験モードから出て、通常モードに入る
。
【０５８９】
　入力ユニット２０６は、例えば、ボタン、スイッチ、赤外線リモコンからの信号を受け
付けるセンサ、又は、映像データを入力するための端子以外の端子、等の外部とのインタ
ーフェースを含み、このインターフェースを介して、外部からの指示（試験モードに入る
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こと、又は、試験モードから出ること）を受け付ける。
【０５９０】
　なお、入力ユニット２０６に含まれる外部とのインターフェースとして、試験モードに
入るためだけの専用のものを設ける必要は必ずしもなく、通常モードで使用するインター
フェース（例えば、ボタン、スイッチ、赤外線リモコンからの信号を受け付けるセンサ、
又は、映像データを入力するための端子以外の端子、等）を用いることができる。
【０５９１】
　例えば、通常モードで使用する複数のボタンを同時に押す等して、試験モードに入るよ
うにしたり、通常モードで使用するボタンを一定時間以上押す等して、試験モードに入る
ようにしたり、通常モードで使用する複数のボタンを一定順序で押す等して、試験モード
に入るようにすることもできる。
【０５９２】
　次に、ディスプレイ装置２００の受信回路２０１について説明する。
【０５９３】
  この受信回路２０１は、通常モードにおいて、映像データ送信装置１００が送信した映
像データを受信し、表示ユニット３１へ出力する。
【０５９４】
　一方、受信回路２０１は、試験モードにおいて、映像データ送信装置１００が送信した
テスト信号を受信する。
【０５９５】
　具体的には、受信回路２０１は、上記した図２０の構成からなり、詳しくは以下の通り
である。
【０５９６】
　まず、ディスプレイ装置２００のデータ受信に係わる回路２０２について説明する。こ
のデータ受信に係わる回路２０２は、試験モードで、映像データ送信装置１００が送信し
たテスト信号を受信する。
【０５９７】
　一方、このデータ受信に係わる回路２０２は、通常モードで、映像データ送信装置１０
０が送信した映像データを受信する。
【０５９８】
　次に、ディスプレイ装置２００の検査回路２０４について説明する。この検査回路２０
４は、試験モードで、データ受信に係わる回路２０２を検査し、検査情報を生成して、検
査結果画像生成回路３７へ出力する。
【０５９９】
　次に、ディスプレイ装置２００の検査結果画像生成回路３７について説明する。この検
査結果画像生成回路３７は、試験モードで、検査回路２０４が生成した検査情報を受け取
る。
【０６００】
　そして、検査結果画像生成回路３７は、受け取った検査情報を表す画像データを生成す
る。
【０６０１】
　以下、検査情報を表す画像データを「検査結果画像データ」と呼ぶこともある。また、
検査情報を表す画像を「検査結果画像」と呼ぶこともある。
【０６０２】
　次に、ディスプレイ装置２００の表示切り替え回路３６について説明する。この表示切
り替え回路３６は、通常モードでは、データ受信に係わる回路２０２が受信した映像デー
タを表示ユニット３１へ出力する。
【０６０３】
　一方、表示切り替え回路３６は、試験モードにおいて、データ受信に係わる回路２０２
が受信したテスト信号に、検査結果画像生成回路３７が生成した検査結果画像データを重
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畳して、表示ユニット３１へ出力する。
【０６０４】
　このように、表示切り替え回路３６は、通常モード（重畳なし）と、試験モード（重畳
あり）とで、動作が異なる。このような動作の切り替えは、入力ユニット２０６からの指
示を受けて行われる。
【０６０５】
　つまり、表示切り替え回路３６は、入力ユニット２０６から、試験モードに入るように
指示された後は、データ受信に係わる回路２０２が受信したテスト信号に、検査結果画像
生成回路３７が生成した検査結果画像データを重畳して、表示ユニット３１へ出力する。
【０６０６】
　一方、表示切り替え回路３６は、入力ユニット２０６から、試験モードから出るように
指示された後は、データ受信に係わる回路２０２が受信した映像データを表示ユニット３
１へ出力する。
【０６０７】
　さて、次に、データ受信に係わる回路２０２の詳細を説明する。データ受信に係わる回
路２０２のデータ受信回路３８は、試験モードにおいて、映像データ送信装置１００が送
信したテスト信号を受信する。
【０６０８】
　そして、データ受信回路３８は、受信したテスト信号を、表示切り替え回路３６と、検
査回路２０４の誤り情報生成回路４０と、に出力する。
【０６０９】
　一方、通常モードにおいて、データ受信回路３８は、映像データ送信装置１００が送信
した映像データを受信して、表示切り替え回路３６へ出力する。
【０６１０】
　さて、次に、図１の検査回路２０４の詳細を説明する。検査回路２０４の誤り情報生成
回路４０は、試験モードにおいて、データ受信回路３８が受信したテスト信号について、
データの誤り情報を生成し、検査情報として、検査結果画像生成回路３７へ出力する。
【０６１１】
　例えば、誤り情報生成回路４０は、データの誤り情報として、「データ誤り率（ビット
誤り率）」を生成する。
【０６１２】
　この場合、検査回路２０４の誤り情報生成回路４０として、図７の誤り情報生成回路４
０を用いることができ、データ受信に係わる回路２０２のデータ受信回路３８として、図
７のデータ受信回路３８を用いることができる。
【０６１３】
　また、検査回路２０４の誤り情報生成回路４０として、図８の誤り情報生成回路４０を
用いることができ、データ受信に係わる回路２０２のデータ受信回路３８として、図８の
データ受信回路３８を用いることができる。
【０６１４】
　さて、これまで説明してきた図２０の受信回路２０１は、集積回路（ＬＳＩ）として構
成することもできる。
【０６１５】
　以下では、「部材」という語句を用いる場合があるが、受信回路２０１が、ＬＳＩとし
て構成されているときは、この「部材」とは、ＬＳＩにおける信号の入出力のための「ピ
ン」を意味する。なお、当然のことながら、受信回路２０１が、ＬＳＩとして構成されて
いるときでも、「部材」には、他の周知の端子が含まれる。
【０６１６】
　さて、図２０のディスプレイ装置２００の表示ユニット３１について説明する。この表
示ユニット３１は、通常モードにおいて、表示切り替え回路３６が出力した映像データを
表示する。



(39) JP 4295110 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

【０６１７】
　一方、表示ユニット３１は、試験モードにおいて、表示切り替え回路３６が出力した、
テスト信号に検査結果画像データを重畳した画像データを表示する。
【０６１８】
　さて、本実施の形態による試験全体の流れを、図２０及びフローチャートを用いて説明
する。
【０６１９】
　図２１は、本実施の形態における試験モードでのディスプレイ装置２００のフローチャ
ートである。
【０６２０】
　図２１に示すように、まず、ステップ１０１にて、入力ユニット２０６が、表示切り替
え回路３６に対して、試験開始を指示する。
【０６２１】
　つまり、入力ユニット２０６が、表示切り替え回路３６に対して、試験モードに入るこ
とを指示する。
【０６２２】
  これにより、ディスプレイ装置２００は、試験モードに入ることになる。
【０６２３】
　ステップ１０２にて、データ受信回路３８は、映像データ送信装置１００から、テスト
信号（テスト用映像データ、及び、ＰＮパターン）を受信する。
【０６２４】
　そして、データ受信回路３８は、受信したテスト信号を、受信データとして、表示切り
替え回路３６と、誤り情報生成回路４０と、に出力する。
【０６２５】
　すると、ステップ１０３にて、誤り情報生成回路４０は、受信データのデータ誤り率を
計算し、検査情報として、検査結果画像生成回路３７へ出力する。
【０６２６】
　ステップ１０４にて、検査結果画像生成回路３７は、検査情報（データ誤り率）を表す
画像データ（検査結果画像データ）を生成し、表示切り替え回路３６へ出力する。
【０６２７】
　ステップ１０５にて、表示切り替え回路３６は、データ受信回路３８が出力した受信デ
ータに、検査結果画像生成回路３７が出力した検査結果画像データを重畳して、表示ユニ
ット３１へ出力する。
【０６２８】
　ステップ１０６にて、表示ユニット３１は、検査結果画像データを重畳した受信データ
を表示する。
【０６２９】
　次に、この表示例を示す。
【０６３０】
  図２２（ａ）は、データ受信回路３８が、試験モードで受信するテスト信号の例示図で
ある。
【０６３１】
　図２２（ｂ）は、検査結果画像生成回路３７が、試験モードで生成する検査結果画像デ
ータの例示図である。
【０６３２】
　図２２（ｃ）は、表示ユニット３１が、試験モードで表示する画像データの例示図であ
る。
【０６３３】
　データ受信回路３８が、試験モードにおいて、映像データ送信装置１００から、図２２
（ａ）のテスト信号ａを受信したとする。
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【０６３４】
　このテスト信号ａは、テスト用の動画像データｂ、カラーパターンｃ、及び、ＰＮパタ
ーン（ランダム画像）ｄ、からなる。なお、テスト用の動画像データｂ、及び、カラーパ
ターンｃ、はテスト用映像データを構成する。
【０６３５】
　データ受信回路３８が受信したテスト信号ａは、表示切り替え回路３６及び誤り情報生
成回路４０に出力される。
【０６３６】
  なお、このようなテスト信号ａが、映像データ送信装置１００にセットされる記録媒体
、あるいは、映像データ送信装置１００に設けられる記憶装置、等に格納されている。
【０６３７】
　さて、検査結果画像生成回路３７は、図２２（ｂ）に示すように、ＰＮパターンｄのデ
ータ誤り率を表す画像データｅを生成する。なお、ＰＮパターンｄのデータ誤り率は、誤
り情報生成回路４０が生成する。
【０６３８】
　検査結果画像生成回路３７が生成した、データ誤り率を表す画像データｅは、表示切り
替え回路３６に出力される。
【０６３９】
　そして、表示切り替え回路３７は、データ受信回路３８から入力されたテスト信号ａの
ＰＮパターンｄに、検査結果画像データｅを重畳する。
【０６４０】
　表示切り替え回路３７は、テスト信号ａのＰＮパターンｄに検査結果画像データｅを重
畳した画像データを、表示ユニット３１に出力する。
【０６４１】
　そして、表示ユニット３１は、図２２（ｃ）に示すように、テスト信号ａのＰＮパター
ンｄに検査結果画像データｅを重畳した画像データ、即ち、テスト用の動画像データｂと
、カラーパターンｃと、検査結果画像データｅと、からなる画像データを、表示ユニット
３１の画面２１０に表示する。
【０６４２】
　なお、表示切り替え回路３６は、試験モードにおいて、入力ユニット２０６からの指示
により、テスト信号ａ、又は、検査結果画像データｅ、のいずれか１つを、表示ユニット
３１に出力することもできる。
【０６４３】
　また、表示切り替え回路３６は、試験モードにおいて、入力ユニット２０６からの指示
により、テスト用の動画像データｂ、カラーパターンｃ、及び、検査結果画像データｅ、
の中から選択したいずれか１つのデータを、表示ユニット３１に出力することもできる。
【０６４４】
　また、表示切り替え回路３６は、試験モードにおいて、入力ユニット２０６からの指示
により、テスト用の動画像データｂ、カラーパターンｃ、及び、検査結果画像データｅ、
の中から選択した２つのデータを、表示ユニット３１に出力することもできる。
【０６４５】
　また、図２２（ａ）の例では、テスト信号ａに、テスト用の動画像データｂを含めてい
るが、テスト信号ａを、カラーパターンｃとＰＮパターンｄとで構成することもできる。
【０６４６】
　また、図２２（ａ）の例では、テスト信号ａに、カラーパターンｃを含めているが、テ
スト信号ａを、テスト用の動画像データｂとＰＮパターンｄとで構成することもできる。
【０６４７】
　また、図２２（ａ）の例では、テスト信号ａとして、テスト用の動画像データｂを使用
しているが、テスト用の静止画像データを使用することもできる。
【０６４８】
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　さて、これまで、試験モードでの動作を説明してきたが、図２０を用いて、通常モード
での動作を簡単に説明する。
【０６４９】
　映像データ送信装置１００は、通常モードにおいて、映画等の映像データを、ケーブル
５を介して、ディスプレイ装置２００に送信する。
【０６５０】
　映像データ送信装置１００から映像データを受信したディスプレイ装置２００のデータ
受信回路３８は、映像データを、表示切り替え回路３６に与える。
【０６５１】
　通常モードでは、表示切り替え回路３６は、データ受信回路３８から入力された映像デ
ータを、表示ユニット３１に与える。
【０６５２】
　そして、表示ユニット３１は、表示切り替え回路３６から入力された映像データを表示
する。
【０６５３】
　さて、これまで説明してきたように、本実施の形態におけるディスプレイ装置２００に
ついては、次のことが言える。
【０６５４】
　本実施の形態では、図２０のディスプレイ装置２００の内部に検査回路２０４を設けて
いるため、ディスプレイ装置２００の内部で、データ受信に係わる回路２０２が検査され
、検査情報（データ誤り率）が生成される。
【０６５５】
　そして、検査結果画像生成回路３７は、その検査情報を表す画像データ（検査結果画像
データ）を生成し、この検査結果画像データが、ディスプレイ装置２００が備える表示ユ
ニット３１に表示される（図２２（ｃ））。
【０６５６】
　その結果、ディスプレイ装置２００の組立後に、しかも、ディスプレイ装置２００の分
解をすることなく、検査が可能となって、ディスプレイ装置２００の内部のノイズ環境を
変えることなく、ディスプレイ装置２００の内部のデータ受信に係わる回路２０２の試験
を簡易に実行できる。
【０６５７】
　また、検査結果画像データは、ディスプレイ装置２００が備える表示ユニット３１に表
示されるため、検査結果画像データを出力する端子を、ディスプレイ装置２００の外部に
新たに設けることが不要になる。
【０６５８】
　また、ディスプレイ装置２００の表示切り替え回路３６は、試験モードにおいて、デー
タ受信回路３８が入力したテスト信号に、検査結果画像生成回路３７が生成した検査結果
画像データを重畳して、表示ユニット３１へ出力する。
【０６５９】
　このため、ディスプレイ装置２００の表示ユニット３１において、データ受信に係わる
回路２０２の検査結果の確認とともに、テスト用映像データを目視検査できる（図２２（
ｃ））。
【０６６０】
　また、表示切り替え回路３６は、モードに応じて、映像データ、又は、検査結果画像デ
ータを重畳したテスト信号、のいずれか一方を表示ユニット３１へ出力するので、映像デ
ータを表示ユニット３１へ出力するための部材と、検査結果画像データを重畳したテスト
信号を表示ユニット３１へ出力するための部材と、を共通にすることができる。
【０６６１】
　その結果、表示切り替え回路３６から表示ユニット３１へ、検査結果画像データを重畳
したテスト信号を出力するときだけ使用する部材を新たに設けることが不要となり、実装
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面積の増加及び部材互換性喪失（他のＬＳＩとのピン互換性喪失）といった不都合を回避
できる。
【０６６２】
　また、本実施の形態では、検査回路２０４が、データ受信に係わる回路２０２を検査し
、検査情報を生成して、この検査情報を表す画像データ（検査結果画像データ）が表示ユ
ニット３１に表示される。
【０６６３】
　このため、人間が目視検査のみを行う場合に比較して、客観的で、精度の高い検査結果
を得ることができる。
【０６６４】
　また、本実施の形態では、テスト信号は、ケーブル５を介して、データ受信に係わる回
路２０２に送信される。
【０６６５】
　このため、データ受信に係わる回路２０２の検査において、ケーブルの影響について知
見を得ることができる。
【０６６６】
　また、本実施の形態では、ディスプレイ装置２００は、モードの切り替えを指示する入
力ユニット２０６を設けている。
【０６６７】
　従って、ディスプレイ装置２００に設けられた入力ユニット２０６からの指示で、試験
モードに入ることができる。
【０６６８】
　このため、特別に試験装置（例えば、図１の試験装置１、図１６の試験装置８、等）を
準備する必要がなくなり、ディスプレイ装置２００に通常モードで映像データを送信する
映像データ送信装置１００を利用して、ディスプレイ装置２００の試験を実行できる。
【０６６９】
  その結果、実施の形態１及び実施の形態２と比較して、より簡易に、ディスプレイ装置
２００の試験を実行できる。
【０６７０】
　また、本実施の形態では、入力ユニット２０６は、通常モードで使用する、外部とのイ
ンターフェースを利用して、モードの切り替えを指示できる。
【０６７１】
　このため、入力ユニット２０６に、モードの切り替えを指示するための専用の、外部と
のインターフェースを設ける必要がなくなる。
【図面の簡単な説明】
【０６７２】
【図１】本発明の実施の形態１における試験装置及びディスプレイ装置のブロック図
【図２】図１のディスプレイ装置の通常モードの説明図
【図３】図１の試験装置のテストパターン発生回路の例示図
【図４】図１の試験装置のデータ送信回路の例示図
【図５】図１の試験装置のデータ送信回路の他の例示図
【図６】図１の試験装置の位相変調回路の例示図
【図７】図１のディスプレイ装置のデータ受信回路及び誤り情報生成回路の例示図
【図８】図１のディスプレイ装置のデータ受信回路及び誤り情報生成回路の他の例示図
【図９】本発明の実施の形態１における試験全体のフローチャート
【図１０】本発明の実施の形態１における図９のステップ１の初期化フローの説明図
【図１１】本発明の実施の形態１における図９のステップ２の検査フローの説明図
【図１２】本発明の実施の形態１における図９のステップ３の表示フローの説明図
【図１３】（ａ）検査結果画像データを重畳したテスト用映像データの表示の例示図、（
ｂ）テスト用映像データの表示の例示図
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【図１４】検査結果画像の例示図
【図１５】（ａ）検査結果画像データの表示の例示図、（ｂ）テスト用映像データの表示
の例示図
【図１６】本発明の実施の形態２における試験装置及びディスプレイ装置のブロック図
【図１７】本発明の実施の形態２における図９のステップ１の初期化フローの説明図
【図１８】本発明の実施の形態２における図９のステップ２の検査フローの説明図
【図１９】本発明の実施の形態２における図９のステップ３の表示フローの説明図
【図２０】本発明の実施の形態３における映像データ送信装置及びディスプレイ装置のブ
ロック図
【図２１】本発明の実施の形態３における試験モードでのディスプレイ装置のフローチャ
ート
【図２２】（ａ）データ受信回路が、試験モードで受信するテスト信号の例示図、（ｂ）
検査結果画像生成回路が、試験モードで生成する検査結果画像データの例示図、（ｃ）表
示ユニットが、試験モードで表示する画像データの例示図
【図２３】従来のデジタル映像データ送受信システムのブロック図
【符号の説明】
【０６７３】
１、８　試験装置
３、７、５０２　ディスプレイ装置
５、５０１　ケーブル
６、５００　映像データ送信装置
１０、８０　テスト信号発生回路
１１　テスト信号送信回路
１２　制御回路
１３、３３、６３、５０６、５１３　コントロール信号送信回路
１４、３２、６４、５０７、５１２　コントロール信号受信回路
１５　テストパターン発生回路
１６、６１、５０５　クロック信号発生回路
１７　ジッタ信号発生回路
１８、６２、５０４　データ送信回路
１９　位相変調回路
３０、７０　受信回路
３１、５０９　表示手段
３４　データ受信に係わる回路
３５　検査回路
３６　表示切り替え回路
３７、８２　検査結果画像生成回路
３８、５１０　データ受信回路
３９、５１１　位相同期ループ回路（ＰＬＬ回路）
４０　誤り情報生成回路
４１　誤動作情報生成回路
６０、５０３　映像生成回路
８１　重畳回路
８３　検査情報記憶回路
１５０、４００　ＰＮパターン発生回路
１５１　シフトレジスタ
１５２　排他的論理和回路
１５３　テスト用映像データ発生回路
１５４　スイッチ回路
１８０　８Ｂ１０Ｂ符号化回路
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１８１　送信アンプ
３８０　受信アンプ
３８１　８Ｂ１０Ｂ復号回路
４０１　データ比較回路
４０２　カウンタ
４０３　割り算回路
５０８　受信ＬＳＩ

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】
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